
Kutchan Town Council NewsKutchan Town Council News議会広報くっちゃん
第 209 号 令和 8 年（2026 年）6 月発行

編集／広報広聴特別委員会　　発行／北海道倶知安町議会　　印刷／ NorthDesign 株式会社

スマホなどでも
議会広報紙を
閲覧できます

議会中継は
コチラから
視聴できます

スマホなどでも
議会広報紙を
閲覧できます

議会中継は
コチラから
視聴できます

新年度予算を審査（予算審査特別委員会）

こんなこと決まりました P.2

予算審査特別委員会 P.4

町政を問う　一般質問 P.6

常任委員会報告 P.20
特別委員会報告／
議長室からこんにちは P.23

町民の広場 P.24

議会広報を議会広報を
スマホへ配信スマホへ配信



◎
土
木
費

●
公
園
用
地
購
入　
　

５
５
０
万
円

　

�　

旭
ケ
丘
総
合
公
園
に
つ
い
て
、
新

幹
線
開
発
等
で
公
園
敷
地
面
積
が
狭

く
な
る
こ
と
を
見
越
し
て
、
隣
接
す

る
土
地
を
代
替
と
し
て
購
入
す
る
。

◎
教
育
費

●�

総
合
体
育
館
柔
剣
道
室
等
照
明
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
工
事　
　

２
７
３
８
万
円

�　

�　

国
の
交
付
金
を
活
用
し
て
柔
剣
道

室
の
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
工
事
を

行
う
。
次
年
度
に
繰
り
越
し
て
、
工

事
は
令
和
８
年
度
に
実
施
す
る
。

令和8年令和8年（2026年）（2026年）

第1回 定例会第1回 定例会
（3月2日～16日）（3月2日～16日）

こんなこと決まりましたこんなこと決まりました
　令和8年第1回定例会が3月2日から16日までの15日間の日程
で開かれました。15件の議案および1件の同意議案を全会一致で
可決・同意し、議案1件を総務常任委員会に付託、継続審査とし
ました。また、議会傍聴規則の改正、意見書３件を全会一致で可
決し、議員定数削減を求める陳情を不採択とし、閉会しました。
（新年度予算案にかかる審議は４、５ページ目に記載）

補
正
予
算
の
主
な
内
容

予　

算

人　

事

◎�

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き

同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

�　

新
し
く
松
澤
由
佳
子
氏
を
委
員
に

任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
。

令和 7年度　補正予算
単位：万円

会　計　区　分 補　正　額 補　正　後

一　般　会　計 2288 154 億 2515

国民健康保険事業会計 △ 477 5 億 8067

後期高齢者医療事業会計 555 2 億 3850

下水道事業会計（資本的支出）△ 1億 1012 7 億 2281

水道事業会計
収益的支出 23 4 億 7938

資本的支出 △ 6億 275 12 億 3951

◎
町
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

　

�　

北
７
条
西
通
の
街
路
事
業
に
よ
る

拡
幅
に
伴
い
、
６
路
線
の
延
長
を
短

く
し
た
。

◎�

南
６
条
団
地
公
営
住
宅
建
替
１
号

棟
建
築
主
体
工
事
及
び
造
成
工
事

請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

�　

人
手
不
足
や
物
流
の
停
滞
な
ど

に
よ
り
、
資
材
の
供
給
時
期
が
遅

れ
た
こ
と
に
よ
る
工
期
の
延
長
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
１
件

そ
の
他

一
般
会
計

【
歳
入
】

◎
町
税

●
宿
泊
税　
　
　
　

１
億
６
千
万
円

　

�　

当
初
の
収
入
見
込
額
よ
り
増
額

し
た
こ
と
に
よ
る
補
正
（
総
額
は

７
億
２
千
万
円
と
な
る
）。

条　

例

◎�

倶
知
安
町
ふ
る
さ
と
の
風
景
と
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
と

の
調
和
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　
�　

全
国
的
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

発
電
設
備
等
を
め
ぐ
る
住
民
ト
ラ
ブ

ル
が
発
生
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま

え
、
設
備
の
設
置
や
管
理
に
関
し
て

一
定
の
ル
ー
ル
を
定
め
る
条
例
が
提

案
さ
れ
、
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
に

付
託
し
た
。
委
員
会
で
内
容
の
一
部

修
正
が
決
定
さ
れ
、
本
会
議
で
は
修

正
後
の
内
容
で
可
決
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
６
件

◎�

く
っ
ち
ゃ
ん
子
を
み
ん
な
で
育
て

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

�　

す
べ
て
の
「
く
っ
ち
ゃ
ん
子
」
が

安
心
し
て
育
ち
、
夢
や
希
望
を
持
ち

健
や
か
に
成
長
す
る
た
め
の
基
本
理

念
な
ど
を
定
め
る
条
例
が
提
案
さ
れ

た
。
総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
し
、

閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
た
。

条
例
（
付
託
）

【
歳
出
】

と
な
っ
た
。

※�

委
員
会
報
告
の
概
要
は
本
紙
23
ペ
ー

ジ
参
照

2



　

次
の
議
案
１
件
、
専
決
処
分
２

件
、
お
よ
び
委
員
会
報
告
２
件
を
審

議
し
、
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

【
議
案
】

◎�

旭
ケ
丘
公
園
中
央
広
場
ト
イ
レ
更

新
工
事
請
負
契
約
の
締
結
つ
い
て

　
　
　
　
　

事
業
費
６
１
０
５
万
円

　

�　

中
央
広
場
の
ト
イ
レ
を
更
新
す
る

た
め
の
工
事
。

【
専
決
処
分
】

◎�

倶
知
安
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
１
件

議 

員 

提 

案

　

令
和
７
年
第
３
回
臨
時
会
（
４
月

30
日
）
に
お
い
て
、
議
員
定
数
を
16
名

か
ら
14
名
に
削
減
す
る
こ
と
を
求
め
る

「
倶
知
安
町
議
会
議
員
の
定
数
削
減
を

求
め
る
陳
情
」
が
、
議
員
定
数
に
関
す

る
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
。

　

定
例
会
最
終
日
に
不
採
択
と
す
る
委

員
会
報
告
が
あ
り
、
本
会
議
で
採
決
の

結
果
、
賛
成
少
数
で
本
陳
情
は
不
採
択

陳　

情

陳情の採決結果陳情の採決結果

【
条
例
】

◎
議
会
傍
聴
規
則
の
一
部
改
正

　

詳
細
は
本
紙
24
ペ
ー
ジ
参
照
。

【
意
見
書
】

　

３
件
の
意
見
書
に
つ
い
て
、
全
て

原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

◎�

国
勢
調
査
及
び
選
挙
事
務
に
係
る

制
度
の
見
直
し
並
び
に
デ
ジ
タ
ル

化
推
進
を
求
め
る
意
見
書

◎�

高
額
療
養
費
制
度
の
負
担
上
限
額
引

き
上
げ
の
撤
回
を
求
め
る
意
見
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
１
件

【
懲
罰
動
議
】

　

門
田
淳
議
員
が
本
会
議
に
お
い
て
他

の
議
員
を
侮
辱
す
る
発
言
を
し
た
と
し

て
懲
罰
動
議
が
提
出
さ
れ
、
懲
罰
特
別

委
員
会
を
設
置
、
付
託
し
た
。

令
和
８
年
第
２
回
臨
時
会

令
和
８
年
第
２
回
臨
時
会

（（
４４
月月
1515
日
）
日
）

採決 議員名

陳情に賛成した者
（採択とした者）

木村聖子、木村俊一、
古谷、門田

陳情に反対した者
（不採択とした者）

藪中、唐澤、早川、
波方、笠原、佐藤、
坂井、小川、原田、

森、盛多

懲罰の採決結果懲罰の採決結果

採決 議員名

懲罰に賛成した者
藪中、唐澤、早川、波方、
笠原、佐藤、森、盛多

懲罰に反対した者
木村聖子、木村俊一、坂井、

小川、原田、古谷

※門田議員本人は採決に参加できない（除斥）

　

次
の
議
案
３
件
を
審
議
し
、
原
案

通
り
可
決
し
ま
し
た
。

◎�

ひ
ら
ふ
高
原
中
央
公
園
駐
車
場
整

備
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て　

事
業
費
１
億
６
６
５
４
万
円

　

�　

ニ
セ
コ
ひ
ら
ふ
１
条
３
丁
目
に
駐

車
場
を
整
備
す
る
工
事
。
完
成
は
令

和
８
年
11
月
30
日
を
予
定
。

◎�

南
６
条
団
地
既
存
住
棟
除
却
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
　
　

事
業
費
１
億
６
８
３
０
万
円

◎�

南
６
条
団
地
２
工
区
造
成
工
事
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

事
業
費
９
６
５
８
万
円

　

�　

新
２
号
棟
の
敷
地
造
成
等
の
支
障

と
な
る
８
～
15
号
棟
お
よ
び
集
会
所

の
除
却
工
事
。
除
却
完
了
後
、
新
２

号
棟
の
敷
地
、
駐
車
場
お
よ
び
団
地

内
道
路
の
造
成
工
事
を
行
う
。
完
成

は
令
和
８
年
11
月
30
日
を
予
定
。

令
和
８
年
第
３
回
臨
時
会

令
和
８
年
第
３
回
臨
時
会

（（
４４
月月
3030
日
）
日
）

と
な
っ
た
。

※�

委
員
会
報
告
の
概
要
は
本
紙
23
ペ
ー

ジ
参
照

【
委
員
会
報
告
】

◎�

く
っ
ち
ゃ
ん
子
を
み
ん
な
で
育
て

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

�　

第
１
回
定
例
会
で
総
務
常
任
委

員
会
に
付
託
さ
れ
た
本
条
例
に
つ
い

て
、
委
員
会
か
ら
内
容
を
一
部
修
正

し
た
条
例
案
が
報
告
さ
れ
、
本
会
議

で
は
修
正
後
の
内
容
で
可
決
し
た
。

◎�

門
田
淳
君
へ
の
懲
罰
動
議

　

�　

第
１
回
定
例
会
で
出
さ
れ
た
門
田

淳
議
員
へ
の
懲
罰
動
議
に
つ
い
て
、

懲
罰
特
別
委
員
会
か
ら
「
戒
告
の
懲

罰
を
科
す
べ
き
」
と
の
報
告
が
さ
れ

た
。
本
会
議
に
お
け
る
採
決
は
、
懲

罰
を
科
す
こ
と
が
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
、
議
長
が
門
田
淳
議
員
に
対
し

て
戒
告
文
を
読
み
上
げ
た
。

議　案
採決で
反対

採決を
棄権

採決結果

くっちゃん子をみんなで
育てる条例の制定について

なし
笠原、
佐藤

出席者全員の
賛成で可決

※上記議案と懲罰以外の案件はすべて全会一致で可決・承認

第２回臨時会の採決結果第２回臨時会の採決結果

議　案
採決で
反対

採決結果

�ひらふ高原中
央公園駐車場
整備工事請負
契約の締結

笠原、佐藤、
原田、森

賛成多数
で可決

※上記以外の議案は全会一致で可決

第３回臨時会の採決結果第３回臨時会の採決結果
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第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
、
町
長

よ
り
一
般
会
計
、４
つ
の
特
別
会
計
、

２
つ
の
事
業
会
計
の
令
和
８
年
度
予

算
案
お
よ
び
関
連
議
案
の
提
出
が
あ

り
ま
し
た
。
議
会
で
は
、
議
長
を
除

く
15
名
の
議
員
か
ら
な
る
予
算
審
査

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
審
査
を
付

託
し
ま
し
た
。

　

特
別
委
員
会
で
は
、
委
員
長
に
笠

原
委
員
、
副
委
員
長
に
古
谷
委
員
が

就
任
し
ま
し
た
。

令
和
８
年
度
予
算
案
を
審
査

令
和
８
年
度
予
算
案
を
審
査

　

第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
、
令
和
８
年
度
の
一
般
会
計
、
４
つ
の
特
別
会
計
、
２
つ

の
事
業
会
計
の
予
算
案
お
よ
び
関
連
す
る
９
件
の
議
案
が
議
会
に
提
案
さ
れ
、
15
名
の

委
員
で
構
成
さ
れ
る
予
算
審
査
特
別
委
員
会
に
て
審
査
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
全
て
の
予
算
案
・
関
連
議
案
に
つ
い
て
原
案
通
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

令和 8年度　各会計予算案　　　　単位：万円

会　計　区　分
令和 8年度
予算額

前年度
予算額

前年度比

一　般　会　計 　181 億 9800 　145 億 3900 36 億 5900

特
別
会
計

国民健康保険事業 5億 7928 5 億 7824 104

後期高齢者医療事業 2億 7232 2 億 875 6357

介護保険サービス事業 705 705 -

地方卸売市場事業 561 1130 △ 569

下水道事業会計 17 億 1089 15 億 2633 1 億 8456

水道事業会計 38 億　 72 22 億 9497 15 億 575

↑笠原委員長（写真中央）、↑笠原委員長（写真中央）、
　古谷副委員長（右）　古谷副委員長（右）

　

特
別
委
員
会
は
３
月
３
日
か
ら
６

日
ま
で
の
４
日
間
に
わ
た
り
審
査
を

行
い
ま
し
た
。
一
般
会
計
に
つ
い
て

は
過
去
最
高
の
予
算
額
と
な
っ
て
お

り
、
町
民
の
暮
ら
し
や
産
業
を
支
え

る
施
策
に
対
し
て
適
切
な
予
算
配
分

と
な
っ
て
い
る
の
か
。
町
の
将
来
を

ど
の
よ
う
に
描
く
の
か
な
ど
、
慎
重

に
審
査
を
進
め
ま
し
た
。

第1回 定例会第1回 定例会
予予算審査算審査

特別委員会特別委員会
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特
別
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

　

そ
の
ほ
か
、
公
共
表
示
看
板
設
置

業
務
委
託
、
羊
蹄
山
ろ
く
発
達
支
援

セ
ン
タ
ー
建
替
候
補
地
測
量
業
務
委

託
、
倶
知
安
厚
生
病
院
へ
の
補
助
・

負
担
金
、
倶
知
安
商
工
会
議
所
事
業

補
助
金
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
賄
材

料
費
な
ど
、
多
数
の
質
疑
を
行
い
ま

し
た
。

　

３
月
16
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

笠
原
委
員
長
よ
り
委
員
会
の
結
果
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
直
後
、
森

議
員
、
佐
藤
議
員
か
ら
一
般
会
計
予

算
の
修
正
動
議
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

《
動
議
の
内
容
》

　

ひ
ら
ふ
高
原
中
央
公
園
駐
車
場
整

備
工
事
費
２
億
５
５
２
３
万
７
千
円

を
減
額
す
る
も
の
。

（
理
由
）

　

本
工
事
は
ひ
ら
ふ
ス
キ
ー
場
第
２

駐
車
場
へ
の
水
道
施
設
建
設
に
伴
う

冬
期
間
の
駐
車
場
不
足
を
補
う
た

め
、
ニ
セ
コ
ひ
ら
ふ
地
区
シ
ン
ボ
ル

空
間
整
備
基
本
計
画
の
第
１
期
工
事

の
一
環
と
し
て
暫
定
駐
車
場
を
整
備

す
る
も
の
。
し
か
し
、
シ
ン
ボ
ル
空

間
整
備
基
本
計
画
は
、
令
和
８
年
度

に
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
っ
て
事
業
者

を
選
定
す
る
た
め
、
こ
の
エ
リ
ア
に

お
け
る
駐
車
場
の
将
来
像
は
不
透
明

で
あ
る
。
い
ず
れ
駐
車
場
で
は
な
く

な
る
も
の
に
多
額
の
予
算
を
投
じ
る

こ
と
は
妥
当
と
は
言
え
な
い
。

　

特
別
委
員
会
で
は
、採
決
の
結
果
、

一
般
会
計
ほ
か
２
会
計
予
算
お
よ
び

１
件
の
議
案
で
は
賛
成
多
数
で
可

決
、
残
る
４
会
計
予
算
お
よ
び
８
件

の
議
案
に
つ
い
て
は
全
会
一
致
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

本
会
議
で
修
正
動
議
が
出
る

修正動議 修正動議に賛成した者

 一般会計予算
藪中、笠原、佐藤、坂井、

原田、森、盛多

修正動議が賛成少数（賛成７、反対８）で否決されたため、
続いて一般会計予算の原案について採決を行った

予算案・議案名 採決で反対した者

 一般会計予算
藪中、笠原、佐藤、坂井、

原田、森、盛多

 国民健康保険事業会計予算 原田

 後期高齢者医療事業会計予算 原田

 国民健康保険税条例の一部改正 原田

《
一
般
会
計
予
算
の
討
論
（
抜
粋
）》

原
案
賛
成
討
論
：
古
谷
議
員

　

公
民
館
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
事
業

や
南
６
条
団
地
建
替
事
業
な
ど
、
町

の
抱
え
る
課
題
解
決
に
向
け
た
予
算

は
評
価
す
る
。
ニ
セ
コ
ひ
ら
ふ
地
区

シ
ン
ボ
ル
空
間
整
備
は
観
光
事
業
の

要
と
な
る
計
画
。
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に

よ
る
民
間
発
案
を
検
討
す
る
う
え
で

は
仕
様
書
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
申

し
添
え
る
。

修
正
案
賛
成
討
論
：
佐
藤
議
員

　

町
は
整
備
方
針
で
町
有
地
の
一
部

売
却
、
立
体
駐
車
場
化
を
挙
げ
て
い

る
。
本
来
、
ス
キ
ー
場
利
用
者
の
た

め
の
駐
車
場
は
ス
キ
ー
場
運
営
企
業

が
設
置
す
る
べ
き
。
町
有
地
は
住
民

の
公
共
の
福
祉
に
資
す
る
事
業
に
利

活
用
す
べ
き
。
な
ぜ
今
、
駐
車
場
が

必
要
な
の
か
。
町
が
行
う
べ
き
事
業

な
の
か
。
精
査
が
必
要
。

原
案
賛
成
討
論
：
早
川
議
員

　

ひ
ら
ふ
地
区
の
駐
車
場
の
混
雑
は

常
態
化
し
て
い
る
。
観
光
も
町
の
基

幹
産
業
の
一
つ
で
あ
り
改
善
が
必

要
。
本
事
業
は
駐
車
場
再
整
備
の
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
寄
附
金
と

宿
泊
税
基
金
で
実
施
し
、
住
民
も
利

用
で
き
る
。
今
後
も
拠
点
整
備
の
議

論
は
必
要
だ
が
、
現
在
の
混
雑
対
策

と
し
て
一
定
の
必
要
性
が
あ
る
。

修
正
案
賛
成
討
論
：
原
田
議
員

　

ニ
セ
コ
ひ
ら
ふ
地
区
の
駐
車
場
確

保
に
町
は
ど
こ
ま
で
関
わ
る
の
か
を

一
度
、
議
論
し
な
お
す
べ
き
。
中
学

生
ま
で
含
め
た
給
食
費
無
償
化
の
実

【
一
般
会
計
予
算
案
】

●
町
民
向
け
タ
ク
シ
ー
確
保
事
業

　

昨
年
比
で
減
額
し
て
い
る
が
、
サ
ー

ビ
ス
が
低
下
し
な
い
か
。

●�

児
童
館
運
営
業
務
委
託
・
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
運
営
業
務
委
託　

　

現
在
の
職
員
の
雇
用
は
継
続
さ
れ
る

の
か
。
ま
た
、
民
間
委
託
に
な
る
こ
と

で
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
は
あ
る
の
か
。

●�

有
害
鳥
獣
対
策

　

緊
急
銃
猟
に
お
け
る
責
任
の
所
在

は
。
狩
猟
免
許
の
補
助
対
象
は
。

●�

ニ
セ
コ
ひ
ら
ふ
地
区
シ
ン
ボ
ル
空

間
形
成
業
務
委
託

　

示
さ
れ
た
整
備
基
本
計
画
は
完
成
版

な
の
か
。
新
年
度
に
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

で
事
業
者
選
定
を
進
め
る
が
、
町
が
提

示
す
る
要
件
は
ど
ん
な
内
容
か
。

　

機
能
は
最
低
限
に
し
、
町
の
財
政
負

担
を
小
さ
く
す
る
べ
き
で
は
。

●�

神
田
日
勝
展
作
品
輸
送
・
展
示
設

営
業
務
委
託

　

小
・
中
学
校
と
の
連
携
や
、
町
民
へ

の
周
知
に
つ
い
て
。
ま
た
、
作
品
の
保

護
や
警
備
体
制
に
つ
い
て
。

賛否が分かれた議案の採決結果（本会議）賛否が分かれた議案の採決結果（本会議）
現
や
、
福
祉
ハ
イ
ヤ
ー
の
所
得
制
限

撤
廃
な
ど
の
課
題
も
残
る
。
今
回
の

修
正
案
を
実
現
す
れ
ば
、
こ
れ
か
ら

の
観
光
政
策
、
そ
の
他
に
つ
い
て
も

深
く
議
論
し
て
い
け
る
も
の
。

　

そ
の
後
の
採
決
で
修
正
動
議
は
賛

成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
続
く

一
般
会
計
予
算
の
原
案
の
採
決
で

は
、賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

残
る
６
会
計
予
算
お
よ
び
９
件
の
関

連
議
案
も
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
賛
否
が
別
れ
た
議
案
は
左
表
の

と
お
り
で
す
（
そ
れ
以
外
は
全
会
一

致
で
賛
成
）。

修
正
動
議
を
否
決
、
原
案
可
決

委
員
会
で
は
全
て
可
決
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旭
ケ
丘
ス
キ
ー
場
は
、
ニ
セ
コ
山
系

の
民
間
の
ス
キ
ー
場
リ
フ
ト
券
と
比

較
す
る
と
安
価
で
券
が
提
供
さ
れ
て
い
る

が
、
ス
キ
ー
場
の
運
営
財
源
は
住
民
の
皆
さ

ま
が
負
担
さ
れ
、
ス
キ
ー
場
は
維
持
さ
れ
て

い
る
点
を
踏
ま
え
、
以
下
を
伺
う
。

①�

町
民
と
近
隣
町
村
か
ら
の
利
用
者
は
現
行

リ
フ
ト
料
金
で
提
供
し
、
そ
れ
以
外
の
利

用
者
の
値
上
げ
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。 

②�
４
時
間
券
、
６
時
間
券
を
新
設
し
て
は
ど

う
か
。

③�

小
学
生
以
下
の
子
ど
も
と
保
護
者
が
共
に

ス
キ
ー
を
す
る
際
に
は
、
（
仮
称
）
フ
ァ

ミ
リ
ー
優
待
料
金
対
応
は
で
き
な
い
か
。

年々、町外の利用者が増える
旭ケ丘スキー場

教育長

問

佐
さ と う

藤　英
ひで と し

俊　議員

こ
の
他
に
も
１
件
の
質
問
（
「
ひ
ら
ふ
ス
キ
ー

場
の
町
有
地
内
道
路
の
適
切
な
管
理
を
」
）
を

し
ま
し
た
。

町政を問う　一般質問町政を問う　一般質問

　

事
業
所
に
つ
い
て
通
勤
車
両
に
特
化
し
た

調
査
は
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
な
い
が
、
令
和

５
年
度
に
町
が
行
っ
た
ニ
セ
コ
ひ
ら
ふ
地
区

の
交
通
実
態
調
査
、
さ
ら
に
倶
知
安
観
光
協

会
で
行
っ
た
各
種
調
査
か
ら
推
計
し
て
い
る

と
こ
ろ
。

　

通
勤
時
間
に
該
当
す
る
平
日
の
７
時
台
か

ら
８
時
台
の
ニ
セ
コ
ひ
ら
ふ
地
区
へ
の
流
入

交
通
量
は
１
５
０
０
台
程
度
で
あ
っ
た
。
今

年
度
の
観
光
協
会
に
よ
る
車
両
走
行
デ
ー
タ

の
調
査
に
よ
れ
ば
、
ニ
セ
コ
ひ
ら
ふ
地
区
内

で
通
勤
や
事
業
の
た
め
に
運
転
し
て
い
る
と

み
な
さ
れ
る
車
両
の
割
合
が
約
45
％
程
度

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
朝
の
通
勤
時
間
帯
に

７
０
０
台
程
度
の
通
勤
、
事
業
系
車
両
が
往

来
し
て
い
る
こ
と
が
推
計
さ
れ
て
い
る
。

　

通
勤
流
動
に
つ
い
て
は
、
経
済
産
業
省
と

内
閣
官
房
が
提
供
し
て
い
る
地
域
経
済
分
析

シ
ス
テ
ム
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ（
リ
ー
サ
ス
）に
よ
っ

て
大
体
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
令
和
２

年
の
デ
ー
タ
と
は
な
る
が
、
約
３
０
０
人
弱

の
方
が
ス
キ
ー
場
周
辺
の
事
業
所
に
通
勤

し
、
対
応
す
る
公
共
交
通
機
関
が
ほ
と
ん
ど

な
い
こ
と
か
ら
、
多
く
の
方
々
が
マ
イ
カ
ー

通
勤
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。

答

町
長

　

一
つ
一
つ
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
三

つ
と
も
関
連
す
る
質
問
で
あ
る
こ
と
か
ら
一

括
し
て
答
弁
を
す
る
。

　

料
金
を
見
直
す
に
当
た
っ
て
各
施
設
共
通

し
て
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
と
し

て
、
町
と
し
て
の
方
向
性
を
明
確
に
す
る
と

い
う
こ
と
。
料
金
の
改
定
等
は
早
い
段
階
で

検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
運

営
に
係
る
リ
フ
ト
設
備
等
の
更
新
な
ど
、
今

後
ど
の
部
分
に
投
資
し
て
い
く
か
を
含
め
、

総
合
的
に
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

　

索
道
の
安
全
輸
送
が
非
常
に
大
切
で
あ

る
。
そ
れ
を
最
優
先
に
し
な
が
ら
、
料
金
体

系
を
含
め
た
ス
キ
ー
場
全
体
の
運
用
を
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

答

教
育
長

旭ケ丘スキー場の町民優待は 
安全を最優先にしながら、料金体系を含めた
スキー場全体の運用を検討していく必要がある

ひ
ら
ふ
ス
キ
ー
場
内
施
設
勤
務
者
の

通
勤
車
両
の
実
態

町
内
に
生
活
の
場
が
あ
り
、
ス
キ
ー

場
内
施
設
に
勤
務
す
る
ス
タ
ッ
フ

は
、
事
業
所
の
通
勤
バ
ス
を
利
用
し
て
い
る

姿
も
年
を
追
う
ご
と
に
多
く
見
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
依
然
と
し
て

マ
イ
カ
ー
通
勤
も
多
い
と
感
じ
て
い
る
。
そ

の
点
を
踏
ま
え
伺
う
。

　

ス
タ
ッ
フ
が
通
勤
に
利
用
し
て
い
る
車
両

台
数
、
駐
車
先
な
ど
を
、
本
町
で
は
ど
の
程

度
把
握
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
近
隣
町

村
か
ら
本
町
所
在
ス
キ
ー
場
へ
の
通
勤
状
況

の
把
握
は
ど
の
程
度
さ
れ
て
い
る
の
か
。

問
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笠
かさ は ら

原　啓
け い じ

仁　議員

こ
の
他
に
も
２
件
の
質
問
（
「
『
西
小
学
校
樺

山
分
校
』
今
後
ど
う
し
ま
す
か
」
、「
あ
の
問
題
、

こ
の
課
題
』
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
」
）
を
し

ま
し
た
。

町政を問う　一般質問町政を問う　一般質問

こ
の
７
年
間
は
町
長
と
し
て
の
職
責

の
ほ
か
、
町
長
選
で
掲
げ
た
自
ら
の

公
約
を
果
た
す
た
め
に
心
血
を
注
い
で
き
た

と
思
う
。
つ
ぎ
の
点
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

①
公
約
の
実
現
（
達
成
）
率
に
つ
い
て

　

２
回
の
町
長
選
に
あ
た
っ
て
掲
げ
た
公
約

の
実
現
（
達
成
）
率
は
ど
の
程
度
か
。

②
町
政
運
営
の
自
己
評
価
に
つ
い
て

　

現
時
点
で
の
公
約
実
現
率
か
ら
見
て
、
こ

の
７
年
間
の
町
政
運
営
は
「
合
格
」
と
い
え

る
の
か
ど
う
か
。
町
長
自
身
の
率
直
な
自
己

評
価
は
。

問実
現
率
は
お
お
む
ね
90
％

①�

自
己
検
証
で
は
、
熟
度
の
差
は
あ
る
が
実

現
・
実
行
中
の
二
つ
を
足
す
と
46
事
項
、

不
十
分
と
考
え
る
の
が
合
わ
せ
て
４
事
項

と
評
価
し
た
。
実
現
率
か
ら
す
る
と
、
お

お
む
ね
90
％
と
い
う
結
果
だ
。

答

町
長

町長 実行中を含めほぼ実現

『町長の公約』
　　　実現（達成）できたか

『
小
学
校
適
正
配
置
』

実
施
計
画
策
定
を
早
急
に

教
育
委
員
会
は
、
現
行
の
「
小
学
校

適
正
配
置
基
本
計
画
」
を
見
直
す
と

し
て
い
る
。
以
下
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①�

現
行
計
画
に
対
す
る
教
育
委
員
会
自
身
の

評
価
・
認
識
に
つ
い
て
。

②�

10
年
間
の
状
況
変
化
に
対
す
る
認
識
に
つ

い
て
。

③
審
議
会
へ
の
諮
問
の
仕
方
に
つ
い
て
。

④
実
施
計
画
の
早
期
策
定
に
つ
い
て
。

問学
校
数
以
外
の
考
え
方
は
妥
当

①�

現
行
の
小
学
校
適
正
配
置
基
本
計
画
は
、

今
か
ら
約
10
年
前
に
策
定
し
た
。
学
校
数

を
除
く
適
正
規
模
、
総
合
判
断
に
つ
い
て

は
、
策
定
当
時
の
考
え
方
は
そ
の
と
お
り

で
あ
り
、
国
の
判
断
基
準
と
も
合
致
し
て

い
る
と
評
価
し
た
。

児
童
数
減
少
と
学
校
老
朽
化
が
顕
著

②�

児
童
数
が
当
初
の
予
想
を
大
幅
に
上
回
る

ス
ピ
ー
ド
で
減
少
し
て
い
る
。
児
童
数
の

減
少
傾
向
は
、
令
和
６
年
度
以
降
に
顕
著

答

教
育
長

「
合
格
」
と
言
う
の
は
は
ば
か
ら
れ
る

②�

自
ら
評
価
し
た
現
時
点
で
の
公
約
実
現
率

が
お
お
む
ね
90
％
を
も
っ
て
、
こ
の
７
年

間
の
町
政
運
営
を
合
格
と
す
る
と
公
言
す

る
の
は
、
は
ば
か
ら
れ
る
。
掲
げ
た
公
約

事
項
に
は
初
め
て
の
取
組
が
多
く
含
ま
れ

て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
お
お
む
ね
実

現
、実
行
中
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。

だ
。
仮
に
こ
の
ま
ま
推
移
し
た
場
合
、
町

内
の
全
学
級
合
わ
せ
て
も
、
近
い
将
来
18

学
級
に
満
た
な
い
と
い
う
状
況
が
予
想
さ

れ
る
。

　

�　

学
校
施
設
の
老
朽
化
も
進
ん
で
い
る
。

町
内
の
多
く
の
小
学
校
は
築
30
年
以
上
を

経
過
し
て
い
る
。工
事
費
が
高
騰
す
る
中
、

ど
の
よ
う
に
維
持
管
理
を
し
て
い
く
か
が

重
要
な
課
題
で
あ
る
。

現
基
本
計
画
を
基
本
に
諮
問

③�

現
基
本
計
画
を
基
本
と
し
て
、
現
状
に
即

し
た
小
学
校
の
適
正
配
置
に
つ
い
て
諮
問

し
て
い
き
た
い
。

間
を
置
か
ず
早
め
に
策
定

④�

適
正
審
議
会
の
中
で
の
議
論
を
進
め
、
早

め
に
結
論
を
得
て
、
基
本
計
画
と
実
施
計

画
に
間
を
置
か
ず
に
策
定
が
進
め
ら
れ
る

よ
う
に
し
て
い
く
。

町長自身が達成不十分と評価した公約は住環境の町長自身が達成不十分と評価した公約は住環境の
整備と温浴施設の設置。どちらも早期の実現が求整備と温浴施設の設置。どちらも早期の実現が求
められているめられている

児童数減少により各学年での複数学級編成児童数減少により各学年での複数学級編成
が困難となっている町内４小学校。校舎のが困難となっている町内４小学校。校舎の
老朽化も進んでいる老朽化も進んでいる

7



仕
組
み
を
研
究
す
る
こ
と
で
可
能
に
な
る

　

１
ク
ラ
ブ
当
た
り
65
名
ま
で
の
登
録
だ

が
、
平
日
の
平
均
利
用
数
は
20
名
か
ら
30
名

程
度
。
長
期
休
暇
中
も
30
名
程
度
で
、
長
期

休
暇
中
の
み
の
利
用
は
５
名
か
ら
10
名
程
度

と
、
登
録
人
数
と
実
際
の
利
用
人
数
に
差
が

あ
る
。
他
市
町
村
で
は
、
利
用
料
の
徴
収
や

利
用
頻
度
の
少
な
い
場
合
は
退
会
し
て
い
た

だ
く
な
ど
の
事
例
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
本
当
に
利
用
が
必
要
な
児
童

が
入
会
で
き
る
仕
組
み
を
研
究
し
て
い
く
こ

と
で
、
長
期
休
暇
中
や
臨
時
休
校
中
の
ス

ポ
ッ
ト
利
用
が
可
能
に
な
る
と
考
え
る
。
民

間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
近
隣

町
村
の
状
況
も
参
考
に
し
て
、
利
用
し
や
す

い
児
童
ク
ラ
ブ
と
な
る
よ
う
検
討
し
て
い

く
。

民
間
事
業
者
の
評
価
を
検
討
し
て
い
る
か

　

公
設
公
営
で
は
難
し
か
っ
た
柔
軟
な
サ
ー

ビ
ス
が
期
待
さ
れ
る
一
方
、
運
営
主
体
が
変

わ
る
際
、
経
験
豊
富
な
指
導
員
が
継
続
し
て

働
け
る
処
遇
確
保
や
、
民
間
事
業
者
の
評
価

を
検
討
し
て
い
る
か
。

仕
様
書
に
基
づ
い
て
運
営
さ
れ
る

　

現
在
従
事
し
て
い
る
経
験
豊
富
な
支
援
員

や
補
助
員
が
継
続
し
て
働
け
る
環
境
の
確
保

と
、
運
営
体
制
の
整
備
を
委
託
事
業
者
と
協

答

町
長

問

民営化により多様な利用形態が期待される

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
単
な
る
預
か

り
の
場
を
超
え
、
保
護
者
の
就
労
支

援
と
子
ど
も
の
健
全
育
成
を
支
え
る
重
要
な

社
会
イ
ン
フ
ラ
と
な
っ
て
い
る
。
令
和
８
年

度
か
ら
運
営
形
態
が
公
設
民
営
へ
と
大
き
く

か
じ
を
切
る
今
、
本
町
の
児
童
福
祉
が
ど
の

よ
う
に
進
化
す
る
の
か
ビ
ジ
ョ
ン
を
伺
う
。

受
け
入
れ
枠
の
最
適
化
に
つ
い
て

　

次
年
度
の
入
所
申
請
状
況
と
受
け
入
れ
枠

の
最
適
化
に
つ
い
て
、
施
設
間
で
の
調
整
や

弾
力
的
な
運
用
（
定
員
拡
大
な
ど
）
の
検
討

は
可
能
か
。

木
き む ら

村　聖
せ い こ

子　議員
町政を問う　一般質問町政を問う　一般質問

現
時
点
で
は
難
し
い

　

倶
知
安
小
学
校
で
定
員
を
超
過
し
、
安
全

に
児
童
を
預
か
る
こ
と
が
困
難
な
た
め
、
４

年
生
以
上
の
16
名
を
不
承
諾
と
し
た
。

　

特
定
の
施
設
へ
の
希
望
が
集
中
し
た
場
合

の
施
設
間
で
の
調
整
は
、
各
施
設
間
の
移
動

手
段
の
確
保
が
難
し
い
た
め
、
現
時
点
で
は

予
定
し
て
い
な
い
。
受
け
入
れ
枠
の
弾
力
的

な
運
用
は
、
施
設
規
模
や
職
員
体
制
の
整
備

が
必
要
と
な
る
た
め
現
時
点
で
は
難
し
い
。

答

町
長

問

町長 利用しやすい児童クラブになるよう検討していく

「放課後児童クラブ」長期休暇中のスポット利用の検討は

長
期
休
暇
中
の
ス
ポ
ッ
ト
利
用
の
検
討
は

　

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
柔
軟
な
受

け
入
れ
枠
の
確
保
や
、
長
期
休
暇
中
に
限
定

し
た
臨
時
定
員
の
設
定
な
ど
は
可
能
か
。

問

答

町
長

議
す
る
。

　

実
績
や
人
材
確
保
・
研
修
体
制
、
子
ど
も

の
育
成
支
援
に
関
す
る
考
え
方
な
ど
を
総
合

的
に
評
価
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
と
安
定
し
た

運
営
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
に
よ
り
事
業
者
を
選
定
す
る
。

　

民
営
化
後
は
、
子
ど
も
た
ち
に
適
切
な
遊

び
と
生
活
の
場
を
与
え
、
健
全
な
育
成
を
図

る
こ
と
を
最
優
先
に
、
保
護
者
や
現
場
の
意

見
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
民
間
事
業
者
が
持
つ

柔
軟
な
体
制
に
よ
り
、
持
続
可
能
な
運
営
体

制
を
協
議
・
検
討
し
て
い
く
。
事
業
者
は
仕

様
書
に
基
づ
き
運
営
さ
れ
、
毎
月
末
に
報
告

書
な
ど
の
提
出
を
義
務
づ
け
る
予
定
。
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近
年
、
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
に
お
い
て
海

外
か
ら
の
来
訪
が
増
加
し
て
お
り
、

本
町
の
観
光
振
興
に
と
っ
て
大
き
な
プ
ラ
ス

に
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
そ
の
増
加
に
伴

い
、
い
く
つ
か
の
課
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

地
元
の
ガ
イ
ド
事
業
者
か
ら
次
の
問
題
点

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

『
ワ
ー
キ
ン
グ
ビ
ザ
を
取
得
せ
ず
に
欧
米

の
お
客
さ
ん
と
一
緒
に
来
日
し
て
、
ニ
セ
コ

で
ガ
イ
デ
ィ
ン
グ
を
し
て
い
る
外
国
人
ガ
イ

ド
が
い
る
よ
う
だ
。
取
り
締
り
は
入
国
管
理

局
だ
が
、
野
放
し
状
態
の
よ
う
で
あ
る
。
ス

キ
ー
文
化
の
あ
る
欧
米
人
の
お
客
さ
ん
が

99
％
の
地
元
の
ガ
イ
ド
に
は
不
利
益
な
案

件
。
ス
キ
ー
の
町
く
っ
ち
ゃ
ん
と
し
て
、
地

元
の
利
益
を
守
る
対
策
と
し
て
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
で
き
る
の
か
。
』

　

そ
こ
で
、
次
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
実
態
の
認
識
に
つ
い
て
。

②
通
報
・
相
談
の
状
況
に
つ
い
て
。

③
関
係
機
関
と
の
連
携
に
つ
い
て
。

④
地
元
事
業
者
の
利
益
保
護
に
つ
い
て
。

　

本
町
は
、
ス
キ
ー
観
光
の
町
と
し
て
世
界

的
な
評
価
を
得
て
い
る
。
し
か
し
、
無
許
可

就
労
の
疑
い
が
あ
る
ガ
イ
ド
活
動
が
放
置
さ

れ
れ
ば
、
地
元
事
業
者
の
利
益
や
観
光
地
と

し
て
の
秩
序
を
損
な
う
だ
け
で
な
く
、
安
全

性
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
。

　

本
町
と
し
て
関
係
機
関
と
連
携
し
、
実
態

把
握
と
対
策
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

町
の
見
解
を
伺
う
。

問

外国人ガイドの無許可就労への対応について
藪
やぶ な か

中　聡
さ と し

史　議員
町政を問う　一般質問町政を問う　一般質問

関係機関とも連携し、何らかの対応を模索町長

①�

議
員
指
摘
の
ガ
イ
ド
や
ス
ク
ー
ル
に
つ
い

て
の
問
題
は
、
昨
シ
ー
ズ
ン
に
報
道
で
海

答

町
長

賊
ス
ク
ー
ル
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
お

り
、
町
と
し
て
も
経
済
産
業
面
、
安
全
面

か
ら
も
非
常
に
問
題
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
用
い
て
閉
鎖
的
な
環

境
の
中
で
予
約
や
金
銭
の
や
り
取
り
が
な

さ
れ
て
お
り
、
非
常
に
全
容
を
把
握
し
づ

ら
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

�　

昨
シ
ー
ズ
ン
は
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
の
例
が

取
り
上
げ
ら
れ
た
が
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
新

潟
の
苗
場
ス
キ
ー
場
な
ど
で
も
同
様
の
問

題
が
報
じ
ら
れ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス

キ
ー
場
で
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加
と
と

も
に
、
も
は
や
全
国
的
な
課
題
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

②�

・
③
通
報
や
相
談
、
関
係
機
関
と
の
連
携

に
つ
い
て
だ
が
、
昨
シ
ー
ズ
ン
の
報
道
が

出
た
こ
ろ
に
、
地
元
ス
キ
ー
場
か
ら
も
本

件
に
つ
い
て
安
全
面
や
ブ
ラ
ン
ド
の
価

値
、
収
益
面
か
ら
も
課
題
で
あ
る
と
の
相

談
を
受
け
た
と
こ
ろ
。
就
労
ビ
ザ
の
関
係

に
な
る
と
入
国
管
理
局
の
管
轄
と
な
り
、

町
が
直
接
的
に
何
か
具
体
的
に
で
き
る
わ

け
で
は
な
い
が
、
関
係
機
関
と
も
連
携
し

な
が
ら
、
間
接
的
で
あ
っ
て
も
何
ら
か
の

対
応
が
で
き
な
い
か
と
模
索
し
て
い
る
。

　

�　

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
昨
年
度
末

に
北
海
道
の
Ｄ
Ｘ
推
進
課
よ
り
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
用
い
た
国
際
認
証
の
民
間
実
証
の

可
能
性
に
つ
い
て
相
談
が
あ
り
、
今
年
度

は
北
海
道
の
地
域
づ
く
り
総
合
交
付
金
が

活
用
さ
れ
る
形
で
、
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
に
お

い
て
デ
ジ
タ
ル
証
明
書
を
活
用
し
た
非
公

式
ス
ク
ー
ル
対
策
の
実
証
が
行
わ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
パ
ス
ポ
ー
ト
と
現
地
の
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
資
格
を
デ
ジ
タ
ル
証
明
化

し
て
管
理
し
て
い
く
と
い
う
取
組
で
あ

り
、
町
も
こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
の
一
部
と
し
て
後
押
し
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
。

④�

ス
キ
ー
場
は
運
営
事
業
者
が
国
有
地
を
借

り
て
管
理
し
、
多
大
な
手
間
と
経
費
を
か

け
運
営
し
て
い
る
。
そ
の
環
境
を
活
用
し

て
ス
ク
ー
ル
や
ガ
イ
ド
が
営
ま
れ
て
い

る
。
海
賊
ス
ク
ー
ル
は
、
こ
の
よ
う
な
ス

キ
ー
場
の
環
境
に
た
だ
乗
り
し
て
、
事
業

の
お
い
し
い
部
分
の
み
を
吸
い
取
っ
て
い

く
行
為
と
認
識
し
て
い
る
。

　

�　

ス
キ
ー
の
町
と
し
て
、
質
の
担
保
や
ブ

ラ
ン
ド
価
値
の
維
持
の
た
め
に
も
、
こ
の

よ
う
な
行
為
に
は
毅
然
と
立
ち
向
か
う
べ

き
と
考
え
て
い
る
。こ
れ
ま
で
も
北
海
道
・

民
間
事
業
者
の
取
組
に
連
携
・
協
力
を
し

て
き
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
強
化
し
て
い

き
た
い
。

イ
ワ
オ
ヌ
プ
リ
を
バ
ッ
ク
に
楽
し
む
ス
キ
ー
ヤ
ー

（
撮
影
：
地
元
の
ス
キ
ー
ガ
イ
ド
）
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海
外
か
ら
来
町
す
る
多
く
の
人
た
ち

は
支
払
い
時
に
カ
ー
ド
を
利
用
す

る
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
ア
プ
リ
決
済
な

ど
、
現
金
を
持
た
な
い
こ
と
が
多
く
の
外
国

の
人
の
日
常
生
活
の
よ
う
だ
。

　

Ｊ
Ｒ
利
用
時
、
小
樽
～
倶
知
安
間
、
倶
知

安
以
南
も
そ
う
だ
が
、
電
子
決
済
を
使
え
な

い
こ
と
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
交

通
系
IC
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
地
下
鉄
、
市
電

に
乗
る
が
、
小
樽
ま
で
し
か
使
え
な
い
。
世

界
の
リ
ゾ
ー
ト
を
目
指
し
て
い
る
町
と
し

て
、
改
善
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
要
請
を
し

て
い
る
の
か
。
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

る
の
か
を
伺
う
。

　

車
両
に
つ
い
て
だ
が
、
３
両
編
成
に
す
る

に
は
車
掌
の
配
置
が
必
要
で
あ
り
、
難
し
い

と
の
こ
と
。
小
樽
16
時
42
分
発
が
１
両
編
成

で
、
乗
れ
な
い
乗
客
が
出
そ
う
な
状
況
だ
と

聞
い
た
。
車
両
編
成
に
つ
い
て
駅
に
尋
ね
る

と
、
「
天
候
な
ど
に
よ
る
乗
客
予
想
に
よ
っ

て
行
わ
れ
る
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
退
勤
時

間
帯
で
も
あ
り
、
ス
キ
ー
客
の
大
き
な
ス
ー

ツ
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
３
両
に
し
て
ほ
し
い
と

思
う
が
、
何
と
か
２
両
に
で
き
な
い
も
の
か
。

町
と
し
て
で
き
る
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

木
き む ら

村　俊
しゅんいち

一　議員

問

町政を問う　一般質問町政を問う　一般質問

答

町
長

　

北
海
道
新
幹
線
の
札
幌
延
伸
が
、
残
念
な

が
ら
２
０
３
８
年
度
頃
に
な
り
そ
う
だ
と
い

う
話
が
あ
り
、
開
業
が
当
初
計
画
か
ら
13
年

延
び
る
。
こ
れ
は
地
域
に
と
っ
て
は
大
変
大

き
な
影
響
が
あ
る
と
考
え
て
、
重
く
受
け
止

め
た
と
こ
ろ
。

　

開
業
ま
で
の
間
に
、
ニ
セ
コ
エ
リ
ア
を
訪

れ
る
観
光
客
、
そ
し
て
通
勤
・
通
院
に
必
要

JR に電子決済の導入を

町長
最新技術を入れたキャッシュレス化の早急な導入を
要望・提案している

と
な
る
鉄
道
の
確
保
や
、
駅
構
内
の
混
雑
緩

和
に
つ
な
が
る
取
組
に
つ
い
て
も
併
せ
て
国

や
Ｊ
Ｒ
北
海
道
へ
要
望
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
ま
だ
正
式
な
開
業
の
遅
れ
の
年
数
は

決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
２
０
３
０
年
が
間
に

合
わ
な
か
っ
た
時
点
で
、
私
の
頭
の
中
も

１
８
０
度
切
り
替
わ
っ
た
。
徹
底
的
に
強
く

要
望
す
る
こ
と
を
常
に
心
が
け
て
お
り
、
実

際
に
行
動
し
て
き
た
と
こ
ろ
。

　

今
年
の
１
月
17
日
に
、
国
土
交
通
省
の
鉄

道
局
、
そ
し
て
北
海
道
、
沿
線
自
治
体
ほ
か
、

Ｊ
Ｒ
北
海
道
や
鉄
道
・
運
輸
機
構
を
は
じ
め

と
し
た
事
業
者
団
体
の
全
て
の
ト
ッ
プ
が
一

堂
に
会
し
て
、
第
３
回
北
海
道
新
幹
線
札
幌

延
伸
推
進
会
議
が
札
幌
で
開
か
れ
た
。
そ
の

場
に
お
い
て
も
発
言
の
機
会
を
い
た
だ
き
、

倶
知
安
の
現
状
は
今
ま
で
以
上
に
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
を
は
じ
め
ニ
セ
コ
を
訪
れ
る
お
客
さ
ん

が
年
々
急
増
し
て
い
る
と
い
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
特
急
列
車
の
復
活
は
で
き
な
い
か
、
停

車
駅
を
限
定
す
る
な
ど
急
行
便
の
運
行
は
で

き
な
い
か
、
北
海
道
新
幹
線
開
業
ま
で
の
つ

な
ぎ
列
車
の
検
討
を
ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
。

そ
れ
と
、
議
員
指
摘
の
よ
う
に
、
最
新
技
術

を
入
れ
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
を
す
ぐ
さ
ま

入
れ
て
ほ
し
い
と
い
っ
た
こ
と
を
要
望
・
提

案
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
。

　

そ
の
会
議
の
場
で
も
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
社

長
か
ら
は
、
小
樽
～
長
万
部
間
は
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
を
含
め
て
冬
季
は
混
雑
し
て
い
る
と
い

う
認
識
を
持
っ
て
お
り
、
一
部
３
両
編
成
を

し
っ
か
り
走
ら
せ
た
り
、
長
万
部
～
倶
知
安

間
を
１
両
か
ら
２
両
に
す
る
な
ど
、
何
と
か

限
ら
れ
た
車
両
の
中
で
や
り
く
り
を
し
な
が

ら
進
め
て
い
る
と
話
が
あ
っ
た
。
要
望
内
容

に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に
別
途
整
理
し
て
回

答
さ
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
お
話
を
い
た
だ
い

た
。

　

冬
の
間
は
車
両
を
増
や
す
な
ど
の
対
応
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
１
両

編
成
で
は
狭
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
、
ま

た
、
切
符
対
応
な
ど
で
駅
構
内
で
の
混
雑
も

見
ら
れ
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
駅
の
職
員
は
限
ら
れ

て
お
り
、
特
に
観
光
協
会
の
駅
構
内
ス
タ
ッ

フ
の
方
々
に
大
変
応
援
を
い
た
だ
い
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
、
駅
長
か
ら
も
常
に
感
謝
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
。

　

そ
う
い
っ
た
実
態
が
あ
る
な
か
、
要
望
に

つ
い
て
は
引
き
続
き
行
っ
て
い
き
、
一
日
も

早
く
実
現
で
き
る
よ
う
に
進
め
て
い
き
た

い
。
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坂
さ か い

井　美
み ほ

穂　議員

こ
れ
ま
で
、
高
齢
者
向
け
町
営
住
宅

が
少
な
い
中
で
の
取
組
で
あ
る
民
間

供
給
型
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
の
建
設
促
進

や
、
住
み
替
え
支
援
も
な
か
な
か
進
ん
で
い

な
い
。

①�

現
在
、
住
宅
困
難
の
高
齢
者
等
の
数
な
ど
、

実
態
の
把
握
。

②�

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
住
宅
や
居
住
サ
ポ
ー

ト
住
宅
な
ど
の
検
討
。

③�
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
た
取

組
。

問

町政を問う　一般質問町政を問う　一般質問

①�

令
和
７
年
度
の
町
営
住
宅
へ
の
申
込
総
数

は
53
世
帯
。
そ
の
う
ち
38
世
帯
が
高
齢
者

世
帯
。
民
間
賃
貸
住
宅
市
場
で
の
入
居
が

困
難
な
高
齢
者
が
、
町
営
住
宅
を
唯
一
の

選
択
肢
と
し
て
依
存
し
て
い
る
傾
向
に
あ

る
。

②�

高
齢
者
や
障
が
い
者
等
の
入
居
を
拒
ま
な

い
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
住
宅
は
、
家
主
側

の
制
度
自
体
の
認
知
度
が
低
い
。

　

�　

居
住
サ
ポ
ー
ト
住
宅
も
、
住
宅
不
足
の

現
状
に
加
え
、
見
守
り
や
福
祉
へ
の
つ
な

ぎ
の
か
じ
取
り
役
と
な
る
居
住
支
援
法
人

等
の
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。

　

�　

今
後
は
、
庁
舎
内
関
連
部
署
に
よ
る
検

討
体
制
の
構
築
、
ま
た
、
不
動
産
事
業
者

や
福
祉
事
業
者
な
ど
の
民
間
事
業
者
と
の

連
携
強
化
を
よ
り
進
め
る
こ
と
で
、
本
町

の
情
勢
に
合
っ
た
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
入

居
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
、
情
報
共
有
や
提
供
、
そ
し
て
相
談
体

制
の
強
化
を
図
る
。

③�

担
当
係
に
寄
せ
ら
れ
る
住
ま
い
に
関
す
る

答

町
長

町長 情報共有や提供、相談体制の強化を図る

進まない高齢者住宅支援について

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
の
中
で
、
背
景
に
あ
る

福
祉
的
課
題
を
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
福
祉
関
連
部
署
へ
適
切
に
つ
な
い

で
、重
層
的
な
相
談
体
制
を
築
い
て
い
る
。

現
在
、
屋
外
広
告
物
等
で
景
観
ル
ー

ル
が
守
ら
れ
て
い
な
い
も
の
を
目
に

す
る
。
多
様
性
の
時
代
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
長

く
住
ん
で
い
る
町
民
に
不
愉
快
な
思
い
を
さ

せ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
な
共
生
社
会
を
目
指

す
こ
と
が
、
住
み
続
け
た
い
ま
ち
づ
く
り
で

は
な
い
か
。

　

景
観
以
外
に
も
、
駐
車
の
ル
ー
ル
を
理
解

さ
れ
て
い
な
い
な
ど
、
町
民
の
安
全
面
か
ら

見
て
も
問
題
が
あ
る
。

①�

景
観
ル
ー
ル
は
ど
の
よ
う
に
周
知
を
し
て

い
る
の
か
。

②�

基
本
方
針
と
合
わ
な
い
も
の
に
対
し
て
、

指
導
・
改
善
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の

か
。

③�
違
法
駐
車
を
含
む
交
通
ル
ー
ル
を
周
知
す

る
新
た
な
方
策
を
検
討
で
き
な
い
か
。

問住
み
続
け
た
い
景
観
ま
ち
づ
く
り

①�

景
観
計
画
に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
は
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
な
ど
に
よ

り
周
知
を
図
っ
て
い
る
。
屋
外
広
告
物
に

つ
い
て
は
、
新
築
時
等
の
事
業
者
と
の
事

前
協
議
の
中
で
、
景
観
計
画
に
定
め
る
基

本
方
針
に
基
づ
い
て
、
景
観
に
配
慮
し
た

内
容
へ
改
善
さ
れ
た
事
例
も
あ
る
。
中
古

物
件
を
手
直
し
し
て
使
わ
れ
る
と
き
に
周

答

町
長

知
不
足
に
な
り
が
ち
。
今
後
は
事
業
者
が

計
画
段
階
で
ル
ー
ル
を
理
解
で
き
る
よ

う
、
周
知
方
法
の
工
夫
・
充
実
に
つ
い
て

も
検
討
。

②�

本
町
で
は
、
観
光
地
と
し
て
の
魅
力
あ
る

景
観
の
形
成
と
と
も
に
、
誰
も
が
安
心
し

て
生
活
で
き
る
環
境
を
守
る
こ
と
も
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

�　

今
後
も
基
本
方
針
に
合
わ
な
い
屋
外
広

告
物
を
見
つ
け
た
場
合
に
は
、
設
置
者
と

の
対
話
を
重
ね
な
が
ら
、
改
善
が
図
ら
れ

る
よ
う
努
め
て
い
く
。

③�

近
年
は
観
光
客
に
よ
る
レ
ン
タ
カ
ー
利
用

も
増
え
て
お
り
、
日
本
の
交
通
ル
ー
ル
が

十
分
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
も
見

受
け
ら
れ
る
。

　

�　

違
法
駐
車
は
、
地
域
住
民
の
生
活
環
境

や
安
全
面
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
か

ら
、
交
通
ル
ー
ル
の
理
解
と
遵
守
が
図
ら

れ
る
よ
う
、
分
か
り
や
す
い
情
報
発
信
の

方
法
に
つ
い
て
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
。

歩道上への駐車が散見される（赤破線から左
側が歩道。右側も私有地なので問題がある）
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原
は ら だ

田　芳
よ し お

男　議員
町政を問う　一般質問町政を問う　一般質問

　

学
校
給
食
費
に
つ
い
て
は
食
材
費
を
保
護

者
に
負
担
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

物
価
高
騰
分
に
つ
い
て
は
町
費
で
補
填
し
て

い
る
。
元
気
に
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
応

援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

新
幹
線
の
開
通
が
大
幅
に
遅
れ
、
在

来
線
の
存
続
も
延
び
る
こ
と
に
な

る
。
町
民
の
在
来
線
の
存
続
を
望
む
声
は
広

が
っ
て
い
る
。

　

高
校
生
の
小
樽
市
へ
の
通
学
や
、
病
院
、

観
光
な
ど
、
在
来
線
が
な
け
れ
ば
困
る
状
況

に
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
の
代
わ
り
が
バ
ス
に
で
き
る

の
か
。
町
民
が
不
便
に
な
っ
て
は
意
味
が
な

い
。
観
光
振
興
の
観
点
か
ら
も
在
来
線
の
存

続
に
舵
を
切
る
べ
き
。
答
弁
を
求
め
る
。

問

答

町
長

町長 実現に向けて臨んでいきたい

温泉について、今後の取組、方針を町民に示すべき

答

町
長

Ｊ
Ｒ
在
来
線
の
存
続
を
目
指
す
べ
き

旧
東
陵
中
学
校
を
活
用
し
た
温
浴
施

設
の
開
設
が
頓
挫
し
た
。
し
か
し
、

町
民
の
温
泉
が
欲
し
い
と
の
願
い
は
強
い
も

の
が
あ
り
、
実
現
を
目
指
す
べ
き
だ
。

　

ど
う
実
現
し
て
い
く
か
の
取
り
組
み
方
で

本
気
度
が
見
え
て
く
る
。
今
後
の
見
通
し
、

取
組
を
町
民
に
示
す
べ
き
。
答
弁
を
求
め
る
。

　

私
の
公
約
に
も
掲
げ
て
い
る
通
り
、
憩
い

の
場
、
交
流
の
場
と
し
て
温
浴
施
設
を
民
間

の
力
を
借
り
て
整
備
で
き
る
よ
う
検
討
を
進

め
る
と
い
う
方
針
は
、
今
も
変
わ
っ
て
い
な

い
。
ぜ
ひ
と
も
実
現
す
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら

も
具
体
化
や
、
実
現
に
向
け
て
臨
ん
で
い
き

た
い
。

問

子
ど
も
の
人
口
の
急
激
な
減
少
が
進

行
し
て
い
る
。
早
急
な
対
策
が
必
要

と
考
え
る
。
現
状
認
識
と
対
応
を
伺
う
。

学
校
給
食
費
無
償
化
は

中
学
生
ま
で
の
実
現
を
求
め
る

学
校
給
食
費
の
無
償
化
は
、
国
の
交

付
金
で
小
学
校
の
無
償
化
が
令
和
８

年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
。
近
隣
町
村
は
、
多

く
の
と
こ
ろ
で
中
学
校
ま
で
無
償
化
さ
れ

る
。
倶
知
安
町
で
も
中
学
生
ま
で
の
無
償
化

を
求
め
る
。
教
育
長
の
答
弁
を
求
め
る
。

　

町
長
に
は
財
源
の
問
題
で
質
問
す
る
。
倶

知
安
町
で
は
観
光
協
会
へ
の
補
助
金
が
昨
年

よ
り
約
８
４
０
０
万
円
増
と
な
っ
て
い
る
。

観
光
費
ば
か
り
増
や
さ
な
い
で
、
そ
の
う
ち

の
２
割
程
度
を
学
校
給
食
費
に
回
せ
ば
中
学

校
ま
で
の
無
償
化
が
実
現
で
き
る
と
思
う
。

　

問
題
は
町
の
政
治
の
力
点
が
ど
こ
な
の
か

と
い
う
こ
と
だ
。

問
　

国
は
給
食
費
無
償
化
の
方
針
を
示
し
、
自

治
体
向
け
支
援
策
と
し
て
、
小
学
校
の
学
校

給
食
費
に
か
か
る
食
材
費
を
児
童
一
人
当
た

り
５
万
７
２
０
０
円
を
交
付
す
る
見
込
み
。

答

教
育
長

　

新
幹
線
札
幌
延
伸
は
２
０
３
８
年
以
降
に

な
る
「
見
通
し
」
と
発
表
さ
れ
た
。

答

町
長

　

長
万
部
～
小
樽
間
に
つ
い
て
は
新
幹
線
開

業
時
に
経
営
分
離
さ
れ
る
こ
と
を
、
平
成
24

年
５
月
に
北
海
道
と
本
町
を
含
む
沿
線
自
治

体
で
同
意
し
た
と
こ
ろ
。

　

そ
の
後
、
令
和
４
年
３
月
に
開
催
さ
れ
た

「
北
海
道
新
幹
線
並
行
在
来
線
対
策
協
議
会

後
志
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
」
の
場
に
お
い
て
、
バ

ス
方
式
に
転
換
す
る
と
確
認
し
た
と
こ
ろ
。

　

本
町
に
お
い
て
も
並
行
在
来
線
を
残
す
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

一
方
で
、
中
学
校
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
す

る
と
し
て
い
る
。

　

中
学
校
の
給
食
費
無
償
化
を
実
施
す
る
に

は
全
額
町
費
負
担
に
な
る
。
限
ら
れ
た
財
源

の
中
で
町
長
部
局
と
協
議
の
上
、
国
の
動
向

に
合
わ
せ
た
対
応
を
す
る
こ
と
と
し
た
。
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古
ふ る や

谷　眞
し ん じ

司　議員

子
ど
も
の
人
口
の
急
激
な
減
少
が
進

行
し
て
い
る
。
早
急
な
対
策
が
必
要

と
考
え
る
。
現
状
認
識
と
対
応
を
伺
う
。

問

子ども人口の急激な減少に対しての対策は

町政を問う　一般質問町政を問う　一般質問

町長 子育てに配慮した総合的なまちづくりを目指す

　

大
変
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

　

本
町
の
18
歳
未
満
の
子
ど
も
の
人
口
は
、

令
和
２
年
は
２
２
９
０
人
で
あ
っ
た
が
、
令

和
７
年
は
２
０
４
９
人
と
１
割
程
度
減
少
し

て
い
る
。
そ
の
う
ち
12
歳
以
上
の
人
口
は
お

お
む
ね
横
ば
い
か
ら
増
加
傾
向
で
推
移
し
て

い
る
が
、
小
学
校
の
低
学
年
で
は
、
令
和
２

年
の
４
２
７
人
か
ら
令
和
７
年
に
は
３
０
６

人
で
、
３
割
弱
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
町
な
ら
で
は
の
要
因
と
し
て
、
地
価
の

上
昇
、
家
賃
の
高
騰
、
そ
し
て
住
宅
不
足
、

そ
れ
ら
の
理
由
で
、
ほ
か
の
市
町
村
へ
の
流

出
も
大
き
く
、
子
育
て
世
帯
の
定
住
に
影
響

を
与
え
る
要
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。

　

若
い
世
代
が
希
望
ど
お
り
に
結
婚
し
、
安

心
し
て
出
産
、
子
育
て
で
き
る
社
会
環
境
の

実
現
を
図
る
た
め
、
令
和
７
年
度
に
策
定
し

た
「
こ
ど
も
計
画
」
に
掲
げ
る
子
育
て
の
支

援
、
健
康
の
保
持
・
促
進
、
教
育
環
境
の
整

備
な
ど
、
各
種
基
本
施
策
を
着
実
に
取
り
進

め
る
こ
と
。
そ
し
て
子
育
て
世
帯
に
適
し
た

住
環
境
の
確
保
と
い
う
の
も
重
要
に
な
る
。

　

子
育
て
世
帯
向
け
住
宅
の
整
備
、
住
宅
取

得
の
支
援
な
ど
、
施
策
の
内
容
の
検
討
を
進

め
て
、
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
が
安
心
し
て

快
適
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
、
子
育
て
に

配
慮
し
た
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

す
。 答

町
長

倶
知
安
町
立
地
適
正
化
計
画
（
案
）

お
よ
び
倶
知
安
町
住
生
活
基
本
計
画

（
素
案
）
が
示
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
住
環
境

整
備
に
向
け
た
施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

問住
環
境
整
備
に
向
け
た
施
策

①�

北
方
型
住
宅
２
０
２
０
を
満
た
す
住
宅
建

設
へ
の
補
助
を
創
設
、
１
０
０
万
円
を
予

算
計
上
し
た
。
さ
ら
に
、
若
年
・
子
育
て
・

転
入
世
帯
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
補
助
額

を
10
万
円
か
ら
50
万
円
に
増
額
し
、
こ
れ

ま
で
の
最
大
２
３
０
万
円
の
補
助
金
額
を

４
０
０
万
円
ま
で
引
き
上
げ
た
。

②�

立
地
適
正
化
計
画
（
案
）
で
は
、
駅
前
通

り
を
中
心
と
し
た
エ
リ
ア
を
都
市
機
能
誘

導
区
域
に
し
、
に
ぎ
わ
い
交
流
型
と
位
置

づ
け
、
商
業
や
金
融
な
ど
、
民
間
活
力
に

よ
る
に
ぎ
わ
い
創
出
に
資
す
る
施
設
の
維

持
・
誘
導
を
図
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。

　

�　

マ
ン
シ
ョ
ン
自
体
を
建
て
る
こ
と
は
、

駅
前
通
り
周
辺
で
の
に
ぎ
わ
い
交
流
型
都

市
機
能
誘
導
区
域
の
趣
旨
に
合
う
も
の
と

考
え
て
る
。

③�

今
後
、
国
・
道
を
は
じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
関
係
団
体
と
密
接
に
連
携
し
、
知
恵

を
出
し
合
い
な
が
ら
、
広
域
的
重
要
課
題

と
し
て
実
効
性
の
あ
る
施
策
の
検
討
を
進

め
る
。

答

町
長

①�

新
年
度
予
算
で
取
り
込
ん
で
い
る
施
策

は
。

②�

立
地
適
正
化
計
画
に
お
い
て
、
駅
前
道
路

を
中
心
と
し
た
エ
リ
ア
の
都
市
計
画
用
途

制
限
お
よ
び
街
な
み
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
建

物
制
限
等
が
、
住
環
境
整
備
等
、
例
え
ば

マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
民
間
活
用
を
考
え
た
時

に
支
障
に
な
ら
な
い
か
。

③�

国
、
道
等
の
関
係
す
る
住
居
の
借
受
け
な

ど
の
手
法
は
考
え
ら
れ
る
か
。

１８歳未満の子どもは減少傾向にあり、特に12歳未満の減少が顕著である（出典：倶知安町こども計画）

13



い
の
か
。
条
例
と
の
整
合
性
に
つ
い
て
も
納

得
の
い
く
説
明
を
。

門
か ど た

田　淳
じゅん

　議員

自
治
体
職
員
の
早
期
退
職
者
が
全
国

的
に
増
加
し
て
い
る
。
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
町
長
に
伺
う
。

①�

町
の
早
期
退
職
者
の
人
数
で
、
こ
こ
５
年

間
の
一
般
行
政
職
退
職
者
数
と
年
代
別
の

離
職
率
に
つ
い
て
。
ま
た
、
採
用
予
定
数

に
対
し
て
採
用
で
き
た
人
数
の
状
況
は
。

②�

離
職
者
が
増
え
る
と
、
ど
の
よ
う
な
リ
ス

ク
や
影
響
が
あ
る
の
か
。

③�
交
流
タ
ウ
ン
多
文
化
共
生
と
し
て
の
施
策

と
し
て
、
外
国
籍
の
職
員
採
用
に
つ
い
て

は
。

④�

懸
案
事
項
の
住
宅
問
題
に
つ
い
て
、
職
員

住
宅
建
設
用
地
測
量
事
業
１
７
４
万
円
が

新
年
度
に
新
規
で
計
上
さ
れ
た
が
、
成
功

例
を
積
み
上
げ
て
い
く
べ
き
で
は
。

問①�

令
和
３
年
度
が
１
名
、
４
年
度
が
４
名
、

５
年
度
が
９
名
、
６
年
度
が
７
名
、
７
年

度
が
今
時
点
で
４
名
。
年
代
別
の
離
職
率

は
、
20
代
が
６
名
で
17
・
５
％
、
30
代
が

９
名
で
26
・
９
％
、
40
代
が
２
名
で
６
・

５
％
、
50
代
が
８
名
で
25
・
３
％
。
直
近

の
５
年
分
を
合
計
す
る
と
退
職
し
た
一
般

行
政
職
は
25
名
で
あ
る
。

　

�　

各
年
度
の
一
般
行
政
職
の
採
用
人
数

は
、
３
年
度
が
８
名
、
４
年
度
が
８
名
、

５
年
度
が
９
名
、
６
年
度
が
９
名
、
７
年

度
が
14
名
で
あ
る
。

②�

一
定
程
度
の
経
験
を
積
ん
だ
職
員
が
退
職

し
、
新
た
に
採
用
す
る
職
員
に
よ
っ
て
業

務
を
補
う
こ
と
で
、
組
織
全
体
の
業
務
遂

行
能
力
の
低
下
は
避
け
ら
れ
な
い
。
職
員

が
積
み
上
げ
て
き
た
業
務
処
理
の
ノ
ウ
ハ

町政を問う　一般質問町政を問う　一般質問

答

町
長

ウ
や
、
役
場
の
内
外
に
お
い
て
構
築
し
て

き
た
人
間
関
係
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

失
わ
れ
る
た
め
、
ま
た
一
か
ら
育
成
や
構

築
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③�

現
在
の
本
町
の
職
員
募
集
に
お
い
て
国
籍

条
項
を
設
け
た
中
で
実
施
し
て
い
る
が
、

先
行
事
例
地
の
運
用
を
参
考
に
、
今
後
、

本
町
で
も
研
究
を
し
て
い
く
。

④�

こ
こ
数
年
、
町
内
に
住
宅
を
確
保
で
き
ず

町
外
か
ら
通
う
新
規
職
員
も
一
定
数
い

る
。
職
員
住
宅
の
整
備
も
約
30
年
前
の
平

成
９
年
が
最
後
で
、
町
の
財
源
を
投
じ
て

職
員
住
宅
を
整
備
す
る
こ
と
は
難
し
い
と

こ
ろ
。

　

�　

北
４
条
東
８
丁
目
の
職
員
住
宅
が
建
つ

敷
地
の
余
剰
部
分
に
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に

よ
り
民
間
か
ら
ア
パ
ー
ト
建
設
の
提
案
を

い
た
だ
き
、
建
築
も
民
間
で
行
っ
た
建
物

を
町
が
借
り
受
け
、
そ
こ
を
職
員
住
宅
と

し
て
利
用
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
も
の
。

こ
の
取
組
を
足
が
か
り
に
住
宅
確
保
策
を

着
実
に
積
み
上
げ
た
い
。

中
間
層
が
抜
け
て
い
く
中
で
の
町
長

と
し
て
の
分
析
を
聞
か
せ
て
ほ
し

い
。問

こ
の
人
材
の
部
分
に
関
し
て
は
、
人

材
破
綻
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

心
配
の
声
も
聞
こ
え
て
く
る
。

問

　

少
し
で
も
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
心

が
け
て
い
る
つ
も
り
だ
が
、
も
と
も
と
持
っ 

て
い
る
町
職
員
と
し
て
の
ス
ト
レ
ス
と
い
っ

た
と
こ
ろ
も
か
な
り
大
き
い
と
思
う
。

答

町
長

　

し
っ
か
り
対
応
が
で
き
て
、
仕
事
が
で
き

る
よ
う
な
体
制
に
努
め
て
い
き
た
い
。

答

町
長

民
間
住
宅
、
若
い
世
代
が
本
当
に

困
っ
て
い
る
の
は
十
分
認
識
さ
れ
て

い
る
と
思
う
の
で
、
低
家
賃
で
入
り
た
い
と

い
う
若
い
世
代
が
住
め
る
よ
う
な
、
人
口
流

出
を
し
っ
か
り
と
防
げ
る
施
策
に
つ
な
げ
て

ほ
し
い
。

問
　

こ
れ
か
ら
町
全
体
の
住
宅
政
策
を
考
え
て

い
き
た
い
。

答

町
長

町長 これから町全体の住宅政策を考えていきたい

人口流出をしっかりと防げる施策につなげてほしい
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い
の
か
。
条
例
と
の
整
合
性
に
つ
い
て
も
納

得
の
い
く
説
明
を
。

早
はや か わ

川　貴
た か し

士　議員
町政を問う　一般質問町政を問う　一般質問

国
の
制
度
に
よ
り
小
学
校
の
給
食
費

は
無
償
化
さ
れ
る
が
、
中
学
校
は
自

治
体
判
断
と
な
っ
て
い
る
。
本
町
で
の
実
施

に
は
年
間
約
２
５
０
０
万
円
が
必
要
と
さ
れ

て
い
る
。
決
算
上
の
不
用
額
な
ど
既
存
予
算

の
精
査
に
よ
り
、
実
現
の
財
源
確
保
は
可
能

で
は
。
町
と
し
て
検
討
す
る
考
え
は
な
い
の

か
伺
う
。

　

中
学
校
給
食
費
の
無
償
化
の
よ
う
な
経
常

的
施
策
に
は
、決
算
上
の
不
用
額
で
は
な
く
、

安
定
的
か
つ
恒
久
的
な
財
源
確
保
が
不
可
欠

と
考
え
て
い
る
。
子
育
て
支
援
策
全
体
の
中

で
、
今
後
も
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

答

町
長

問

恒
久
的
財
源
が
必
要
と
の
答
弁
だ

が
、
例
え
ば
、
小
学
校
管
理
費
の
需

用
費
を
見
て
も
、
燃
料
費
や
光
熱
水
費
は
毎

年
約
５
千
万
円
前
後
で
推
移
し
て
る
。
し
か

し
、
今
年
度
は
６
２
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ

て
い
る
。
総
予
算
の
不
用
額
は
毎
年
、
概
ね

５
％
前
後
で
推
移
し
て
お
り
、
今
年
度
も
一

定
の
不
用
額
が
見
込
ま
れ
る
。
積
算
精
度
や

予
算
の
幅
を
見
直
す
こ
と
で
、
財
源
の
捻
出

は
可
能
で
は
な
い
か
。
財
源
を
理
由
に
困
難

と
す
る
の
は
無
理
が
あ
る
の
で
は
。

　

ま
た
、
提
案
予
定
の
く
っ
ち
ゃ
ん
子
条
例

で
は
、
子
育
て
に
つ
い
て
「
切
れ
目
の
な
い

支
援
」
を
掲
げ
て
い
る
が
、
中
学
校
で
給
食

費
負
担
が
生
じ
る
現
状
は
支
援
の
切
れ
目
で

は
な
い
か
。
他
自
治
体
で
は
中
学
校
も
無
償

化
す
る
動
き
が
あ
り
、
な
ぜ
、
子
ど
も
は
か

け
が
え
の
な
い
存
在
だ
と
規
定
し
た
本
条
例

を
提
案
す
る
我
が
町
で
は
無
償
化
が
さ
れ
な

問

こ
の
他
に
も
２
件
の
質
問
（
「
市
街
地
区
に
お

け
る
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
条
例
の
導
入
に

つ
い
て
」
、
「
無
許
可
旅
客
運
送
行
為
へ
の
対

応
に
つ
い
て
」
）
を
し
ま
し
た
。

子ども施策であっても全てを町が負担するものでは
なく、取捨選択が必要である町長

中学校の給食費無償化について実行する意思があるのか

　

財
源
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
何
に
ど
う
予

算
を
配
分
す
る
か
と
い
う
全
体
の
中
で
判
断

し
て
い
る
。
令
和
８
年
度
は
食
材
費
の
高
騰

分
の
み
対
応
す
る
考
え
。

　

条
例
と
の
整
合
性
に
つ
い
て
は
、
給
食
費

無
償
化
を
行
わ
な
い
こ
と
が
直
ち
に
支
援
の

切
れ
目
と
な
る
か
は
議
論
の
余
地
が
あ
る
と

考
え
る
。

答

町
長

中
学
校
給
食
費
が
無
償
化
さ
れ
て
い

な
い
現
状
は
、
明
ら
か
に
子
育
て
支

援
の
切
れ
目
で
あ
る
。
年
間
約
７
万
円
の
負

担
軽
減
は
、
物
価
高
騰
の
中
、
子
育
て
世
帯

に
と
っ
て
大
き
な
支
え
と
な
る
。

　

こ
れ
は
財
源
で
は
な
く
政
策
の
優
先
順
位

の
問
題
で
は
。
積
算
の
見
直
し
に
よ
り
財
源

確
保
の
余
地
が
あ
る
中
で
、
別
の
質
問
で
は

「
必
要
な
も
の
は
予
算
提
案
す
る
」
と
答
弁

さ
れ
て
い
た
。
町
長
は
給
食
費
無
償
化
を
必

要
と
は
考
え
て
い
な
い
の
で
は
。
給
食
費
無

償
化
を
実
行
す
る
意
思
が
あ
る
の
か
。
あ
る

か
無
い
か
で
答
弁
を
求
め
る
。

問
　

給
食
費
無
償
化
の
政
策
判
断
に
つ
い
て

は
、
町
が
負
担
す
べ
き
も
の
、
保
護
者
が
負

担
す
る
も
の
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
を
基
本
と
考

え
て
い
る
。
子
ど
も
施
策
で
あ
っ
て
も
全
て

町
が
負
担
す
る
の
で
は
な
く
、
総
合
的
に
判

断
し
政
策
の
取
捨
選
択
を
行
う
必
要
が
あ

る
。
中
学
校
の
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て

は
、
来
年
度
以
降
も
検
討
課
題
と
し
て
存
在

し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

答

町
長

令
和
８
年
度
か
ら
羊
蹄
山
麓
の
多
く
の
自
治

体
で
は
中
学
校
給
食
費
が
無
償
化
さ
れ
た
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波
なみ か た

方　真
ま こ と

如　議員
町政を問う　一般質問町政を問う　一般質問

日
本
国
内
の
電
波
法
に
適
合
し
な
い

「
違
法
無
線
」
や
「
海
外
規
格
無
線
機
」

の
使
用
が
散
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
消

防
や
防
災
無
線
へ
の
干
渉
リ
ス
ク
が
あ
り
、

町
民
生
活
の
安
全
の
観
点
か
ら
看
過
で
き
な

い
課
題
と
考
え
る
が
、
町
の
認
識
は
。

問

住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
向
け
た

行
政
Ｄ
Ｘ
の
推
進

防
災
・
消
防
通
信
へ
の
影
響
な
ど
、

過
去
に
具
体
的
な
干
渉
事
例
は
あ
っ

た
か
。

問

　

悪
意
な
く
利
用
し
て
い
る
方
も
多
い
と
思

わ
れ
る
た
め
、
途
切
れ
の
な
い
啓
発
活
動
が

重
要
だ
。
今
後
も
北
海
道
総
合
通
信
局
と

し
っ
か
り
連
携
し
、
ス
キ
ー
場
の
ゴ
ン
ド
ラ

や
バ
ス
車
両
へ
の
ス
テ
ッ
カ
ー
掲
示
、
場
内

で
の
日
英
ア
ナ
ウ
ン
ス
、
ホ
テ
ル
や
タ
ク

シ
ー
を
通
じ
た
啓
発
、
サ
イ
ネ
ー
ジ
広
告
な

ど
、
多
角
的
な
注
意
喚
起
を
継
続
す
る
。

答

町
長

救
助
要
請
が
あ
っ
た
際
に
、
自
治
体

の
消
防
が
出
動
し
た
場
合
に
費
用
負

担
を
求
め
る
こ
と
は
可
能
か
。

違法無線・海外規格無線機への対策を

町長
悪意なく利用している方もかなりいる
途切れなく啓発活動をしていきたい

　

国
内
で
使
用
が
認
め
ら
れ
て
い
る
無
線
機

に
は
、法
律
の
基
準
を
満
た
し
た「
技
適
マ
ー

ク
」
が
つ
い
て
い
る
。

　

一
方
、
外
国
規
格
の
無
線
機
は
、
自
国
で

は
合
法
で
も
日
本
の
防
災
行
政
用
無
線
な
ど

に
電
波
妨
害
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、

電
波
法
で
国
内
使
用
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

町
と
し
て
も
、
町
民
や
観
光
客
の
人
命
・

財
産
を
守
る
上
で
見
過
ご
せ
な
い
重
要
な
課

題
と
認
識
し
て
い
る
。

答

町
長

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
防
災
無
線
や
消
防
無
線

で
の
具
体
的
な
干
渉
事
例
は
確
認
さ
れ
て
い

な
い
。
し
か
し
、
外
国
規
格
無
線
機
の
周
波

数
は
、
消
防
・
警
察
な
ど
の
重
要
な
無
線
に

影
響
を
与
え
る
リ
ス
ク
が
あ
る
。

答

町
長

ベ
ビ
ー
モ
ニ
タ
ー
や
イ
ン
カ
ム
な

ど
、
無
自
覚
に
使
用
し
て
い
る
ケ
ー

ス
も
多
い
。
今
後
の
啓
発
活
動
は
ど
う
進
め

る
の
か
。

問

倶
知
安
町
Ｄ
Ｘ
推
進
方
針
に
基
づ

き
、
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る

と
の
こ
と
だ
が
、
今
回
の
執
行
方
針
で
は
、

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
や
Ｇ
Ｉ
Ｓ

の
公
開
な
ど
の
施
策
が
示
さ
れ
た
。

　

一
方
で
、
本
町
で
は
外
国
人
を
含
め
転
入

者
が
増
加
し
て
お
り
、
窓
口
業
務
の
負
担
も

大
き
く
な
っ
て
い
る
。
本
町
で
も
、
転
入
手

続
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
事
前
入
力
シ
ス
テ
ム
の

導
入
な
ど
に
よ
り
、
窓
口
業
務
の
効
率
化
と

住
民
の
利
便
性
向
上
を
図
る
べ
き
と
考
え
る

が
、
町
の
見
解
を
伺
う
。

問

　

外
国
人
の
転
入
手
続
は
時
間
が
か
か
り
、

「
窓
口
の
混
雑
と
職
員
の
業
務
負
担
の
増
加

が
ま
さ
に
課
題
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
解
決
策
と
し
て
、
外
国
人
ス
タ
ッ
フ

を
雇
用
す
る
事
業
者
に
対
し
「
関
係
書
類
へ

の
事
前
記
入
等
を
依
頼
」
す
る
ほ
か
、
冬
季

は「
住
基
シ
ス
テ
ム
入
力
作
業
を
外
部
委
託
」

し
て
負
担
軽
減
を
図
る
。

　

さ
ら
に
、「
令
和
８
年
度
に
は
各
種
証
明

書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
」し
、

「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
転
入
予
約
」
機
能
を

活
用
し
た
手
続
の
簡
素
化
も
検
討
す
る
。

　

今
後
も
「
窓
口
に
来
な
く
て
も
住
民
サ
ー

ビ
ス
を
し
っ
か
り
と
受
け
ら
れ
る
取
組
」
を

継
続
し
、「
住
民
・
職
員
と
も
に
利
便
性
が

向
上
」
す
る
よ
う
、
鋭
意
努
力
し
て
い
く
。

答

町
長
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近
年
、
ス
キ
ー
場
な
ど
の
管
理
区
域

外
、
い
わ
ゆ
る
バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー

で
の
事
故
が
増
加
し
て
い
る
。
特
に
専
用
の

装
備
や
専
門
的
な
知
識
が
な
く
、
ガ
イ
ド
も

同
行
し
て
い
な
い
バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
初
心

者
の
事
故
が
目
立
ち
、
死
亡
事
故
な
ど
の
重

大
事
故
も
発
生
し
て
い
る
。

　

ニ
セ
コ
エ
リ
ア
で
は
、
ス
キ
ー
場
外
の
事

故
防
止
の
た
め
に
ニ
セ
コ
ル
ー
ル
が
設
け
ら

れ
、
ニ
セ
コ
ア
ン
ヌ
プ
リ
界
隈
で
は
事
故
の

発
生
が
減
少
し
て
い
た
。
し
か
し
、
ル
ー
ル

を
守
ら
な
い
人
が
増
え
た
こ
と
、
ま
た
羊
蹄

山
な
ど
ニ
セ
コ
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
て
い
な

い
場
所
で
の
事
故
が
増
加
し
て
い
る
状
況
も

あ
る
。
冬
山
で
の
事
故
に
つ
い
て
、
本
町
の

現
状
認
識
と
今
後
の
対
策
を
伺
う
。

①�

ニ
セ
コ
エ
リ
ア
に
お
け
る
バ
ッ
ク
カ
ン
ト

リ
ー
で
の
事
故
発
生
状
況
。

②
救
助
要
請
が
あ
っ
た
際
の
対
応
手
順
。

③
今
後
の
対
策
は
検
討
し
て
い
る
の
か
。

森
も り

　禎
よ し き

樹　議員
町政を問う　一般質問町政を問う　一般質問

問

町長 雪崩事故防止対策協議会で、そういった話はない

ニセコルールではなく、ニセコ町、蘭越町とも協力しなが
ら新しいルールを策定する考えは

①�

２
０
２
４
～
２
０
２
５
シ
ー
ズ
ン
で
は
、

ニ
セ
コ
山
系
、
羊
蹄
山
を
含
め
て
27
件
。

２
０
２
５
～
２
０
２
６
シ
ー
ズ
ン
で
は
２

月
末
時
点
で
23
件
。

②�

羊
蹄
山
ろ
く
消
防
組
合
に
確
認
を
し
た
と

こ
ろ
、
救
助
要
請
者
か
ら
消
防
も
し
く
は

警
察
に
連
絡
が
入
っ
た
際
は
、
ま
ず
要
請

者
の
現
在
地
、
服
装
を
含
め
た
装
備
の
確

認
、
年
齢
、
国
籍
、
性
別
、
ど
こ
か
ら
入

山
し
た
か
の
確
認
を
行
い
、
そ
の
場
を
離

れ
な
い
よ
う
指
示
を
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
情
報
を
把
握
し
た
後
、
入
山
ポ
イ
ン
ト

の
属
す
る
自
治
体
の
消
防
隊
員
お
よ
び
山

答

町
長

こ
の
他
に
も
１
件
の
質
問
（
「
地
域
公
共
交
通

に
つ
い
て
」
）
を
し
ま
し
た
。

岳
隊
員
に
救
助
の
指
令
を
行
う
と
と
も

に
、
北
海
道
警
察
と
も
連
携
し
、
防
災
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
を
要
請
す
る
。
な
お
、
状
況

に
応
じ
、
モ
ー
ビ
ル
隊
を
出
動
さ
せ
る
な

ど
の
対
応
も
行
っ
て
い
る
。

③�

多
言
語
の
啓
発
チ
ラ
シ
を
役
場
庁
舎
の
デ

ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
で
表
示
し
た
り
、
倶

知
安
駅
で
の
観
光
案
内
所
に
設
置
し
た
り

し
て
、
啓
発
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
。
し

か
し
な
が
ら
、
昨
今
の
バ
ッ
ク
カ
ン
ト

リ
ー
の
人
気
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
伴

い
、
コ
ー
ス
外
へ
ア
ク
セ
ス
す
る
人
数
も

増
え
て
い
る
。
ニ
セ
コ
ル
ー
ル
が
遵
守
さ

れ
な
い
こ
と
や
、
羊
蹄
山
な
ど
ニ
セ
コ
ア

ン
ヌ
プ
リ
以
外
の
活
動
も
増
え
て
い
る
な

ど
の
課
題
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

�　

こ
う
し
た
課
題
に
対
し
て
、
今
シ
ー
ズ

ン
は
ニ
セ
コ
ル
ー
ル
に
つ
い
て
、
よ
り
慎

重
な
ゲ
ー
ト
の
開
閉
が
な
さ
れ
て
い
る
と

と
も
に
、
モ
イ
ワ
ス
キ
ー
場
西
側
の
ア
ン

ベ
ツ
川
エ
リ
ア
の
死
亡
事
故
を
受
け
て
、

モ
イ
ワ
ス
キ
ー
場
の
ゲ
ー
ト
10
番
の
閉
鎖

と
ア
ン
ベ
ツ
川
エ
リ
ア
の
立
入
禁
止
区
域

設
定
も
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
。

　

�　

ル
ー
ル
の
遵
守
に
つ
い
て
は
、
啓
発
活

動
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
も
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
、

羊
蹄
山
や
ニ
セ
コ
ア
ン
ヌ
プ
リ
以
外
の
ニ

セ
コ
山
系
な
ど
、
ニ
セ
コ
ル
ー
ル
の
範
囲

外
の
場
所
に
お
い
て
も
安
全
対
策
の
周
知

を
継
続
し
て
行
っ
て
い
く
。
引
き
続
き
索

道
事
業
者
や
各
関
係
機
関
と
も
連
携
し
、

バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
の
際
の
携
行
品
と

い
っ
た
安
全
対
策
の
周
知
や
、
危
険
性
に

つ
い
て
の
啓
発
活
動
に
努
め
て
い
く
。

救
助
要
請
が
あ
っ
た
際
に
、
自
治
体

の
消
防
が
出
動
し
た
場
合
に
費
用
負

担
を
求
め
る
こ
と
は
可
能
か
。

問
　

費
用
負
担
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
倶
知
安

消
防
署
、
羊
蹄
山
麓
の
消
防
組
合
と
し
て
請

求
は
行
っ
て
い
な
い
。
で
き
る
か
ど
う
か
と

い
う
と
こ
ろ
は
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

た
め
、
別
の
機
会
に
お
答
え
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
御
容
赦
い
た
だ
き
た
い
。

答

町
長

ニセコルールに基づいて設置されたゲート
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本
町
の
水
道
事
業
は
、
老
朽
化
し
た

管
路
の
更
新
、
新
中
区
配
水
池
建
設

事
業
、
近
年
の
資
材
価
格
お
よ
び
工
事
費
の

高
騰
な
ど
に
よ
り
、
経
営
環
境
が
厳
し
さ
を

増
し
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

水
道
事
業
会
計
は
令
和
７
年
度
よ
り
赤
字

に
転
じ
る
見
込
み
と
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の

収
支
見
通
し
や
事
業
運
営
の
在
り
方
に
つ
い

て
、
町
民
に
対
す
る
丁
寧
な
説
明
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
る
。

　

次
の
点
を
伺
う
。

①�

今
後
の
収
支
見
通
し
お
よ
び
経
営
の
将
来

展
望
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
る
か
。

②�

町
民
負
担
と
事
業
者
負
担
の
在
り
方
を
含

め
た
料
金
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
考
え
方
で
進
め
て
い
る
の
か
。

問①�

将
来
に
わ
た
り
安
定
的
な
給
水
を
継
続
し

て
い
く
た
め
の
中
長
期
的
な
経
営
の
基
本

計
画
と
し
て
、
水
道
事
業
経
営
戦
略
の
改

定
作
業
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
経
営
戦
略

に
お
い
て
将
来
の
収
支
見
通
し
を
策
定
し

て
い
る
が
、
そ
の
結
果
、
令
和
７
年
度
か

ら
の
収
益
的
収
支
に
お
い
て
赤
字
が
発
生

す
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

�　

今
後
は
有
収
水
量
が
増
加
し
、
収
益
的

収
入
も
増
加
し
て
い
く
見
込
み
と
な
っ
て

い
る
。
一
方
、
老
朽
管
お
よ
び
高
砂
浄
水

場
の
更
新
、
さ
ら
に
は
物
価
等
の
上
昇
に

よ
る
建
設
維
持
管
理
コ
ス
ト
な
ど
の
上
昇

に
よ
り
、
収
益
的
支
出
も
増
加
す
る
見
込

み
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
毎
年

一
定
額
の
赤
字
が
発
生
し
続
け
る
見
通
し

答

町
長

と
な
っ
て
い
る
。

　

�　

今
回
の
収
支
計
画
で
は
、
令
和
９
年

度
に
料
金
収
入
ベ
ー
ス
で
７
割
程
度
の

収
入
を
増
加
さ
せ
る
と
、
令
和
17
年
度
、

２
０
３
５
年
度
ま
で
引
き
続
き
収
益
的
収

支
の
黒
字
化
が
図
ら
れ
る
見
通
し
と
な
っ

て
い
る
。

②�

現
在
、
本
町
の
水
道
料
金
は
、
用
途
別
で

家
事
用
・
業
務
用
・
浴
場
用
・
臨
時
用
で

区
分
し
て
い
る
。
水
の
使
用
量
が
増
え
る

ほ
ど
水
道
施
設
に
負
担
を
か
け
る
こ
と
か

ら
、
今
後
の
水
道
料
金
を
検
討
す
る
際
は

口
径
別
で
区
分
し
、
多
量
の
水
を
使
用
す

る
事
業
者
等
に
対
し
て
、
施
設
の
更
新
・

増
強
等
に
か
か
る
費
用
を
確
保
す
る
た

め
、
逓
増
型
で
、
さ
ら
に
超
過
料
金
を
数

段
階
に
す
る
な
ど
、
使
用
量
に
応
じ
て
適

正
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
よ
う
な
料
金
体

系
の
検
討
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と

考
え
て
い
る
。

　

�　

令
和
８
年
度
に
お
い
て
具
体
的
な
料
金

の
改
定
内
容
を
ま
と
め
、
住
民
説
明
、
さ

ら
に
は
審
議
会
へ
の
諮
問
、
議
会
へ
の
条

例
案
の
提
出
な
ど
、
所
定
の
手
続
き
を
進

め
る
。

　

�　

料
金
改
定
の
時
期
は
、
経
常
損
益
が
赤

字
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
早
期
に
実

施
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、ま
た
、

改
定
時
期
が
遅
れ
れ
ば
遅
れ
る
ほ
ど
値
上

げ
幅
が
大
き
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
な
ど

を
考
慮
し
て
、
令
和
９
年
度
中
を
考
え
て

い
る
。

盛
も り た

多　勝
か つ み

美　議員
町政を問う　一般質問町政を問う　一般質問

水道事業の見通しは

町長
令和７年度から赤字が発生する見込み
令和９年度中に水道料金の改定を考えている

市
街
地
の
老
朽
管
取
替
え
や
高
砂
浄

水
場
の
工
事
の
事
業
費
を
含
め
た
料

金
体
系
の
検
討
が
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、
そ

問

う
い
っ
た
工
事
の
完
了
後
、
再
度
、
料
金
改

定
を
検
討
さ
れ
る
の
か
。

　

物
価
が
高
騰
し
て
い
る
中
、
町
民
負
担
は

厳
し
い
も
の
が
あ
る
と
考
え
る
。
軽
減
措
置

と
し
て
宿
泊
税
の
活
用
な
ど
が
検
討
さ
れ
る

見
込
み
は
あ
る
の
か
。

　

改
定
を
進
め
て
い
る
経
営
戦
略
は
、
今
後

10
年
間
を
計
画
期
間
と
し
て
お
り
、
そ
の
中

で
老
朽
管
や
高
砂
浄
水
場
の
整
備
に
か
か
る

費
用
、
今
後
の
赤
字
の
見
通
し
な
ど
を
踏
ま

え
た
料
金
の
見
直
し
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。

　

宿
泊
税
は
目
的
税
で
あ
り
、
観
光
振
興
に

資
す
る
も
の
に
活
用
が
可
能
。
そ
の
可
否
は

庁
議
で
検
討
・
議
論
し
て
い
る
。
仮
に
問
題

な
い
と
判
断
し
た
と
し
て
も
、
宿
泊
税
に
も

限
り
が
あ
り
、
対
象
と
な
る
事
業
す
べ
て
に

充
当
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

ま
た
、
宿
泊
税
は
一
般
会
計
の
財
源
で
あ

る
た
め
、
水
道
事
業
会
計
へ
の
直
接
の
充
当

は
で
き
な
い
。

答

町
長

新中区配水池建設工事現場の看板
（ひらふスキー場第２駐車場）
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唐
から さ わ

澤　隆
たか ひ ろ

博　議員

く
っ
ち
ゃ
ん
子
条
例
に
つ
い
て
。

①�

条
例
の
タ
イ
ト
ル
「
く
っ
ち
ゃ
ん
子
」
の

意
図
と
町
長
の
理
念
は
。

②�

町
長
が
重
視
し
た
部
分
と
条
例
へ
の
思
い

は
。

③
財
政
上
の
措
置
に
つ
い
て
。

問

町政を問う　一般質問町政を問う　一般質問

①�
年
度
当
初
、
校
長
が
学
校
経
営
方
針
を
提

示
、
委
員
か
ら
地
域
住
民
と
し
て
の
視
点

や
専
門
的
な
知
見
で
学
校
の
現
状
や
課
題

へ
の
質
疑
、
意
見
交
換
を
し
た
う
え
で
承

認
さ
れ
る
。

②�

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
有
用
だ
が
、
全
て
の

学
習
場
面
に
お
い
て
使
用
す
る
わ
け
で
は

な
く
、
学
習
の
狙
い
に
応
じ
て
紙
と
鉛
筆

を
使
う
な
ど
、
児
童
生
徒
の
学
習
の
活
発

化
、
思
考
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
る
。

③�

日
々
の
教
材
研
究
の
充
実
に
資
す
る
た

め
、
各
校
の
校
内
研
修
、
全
学
校
の
教
育

課
程
実
践
交
流
会
、
各
教
科
の
研
修
や
公

開
研
究
会
な
ど
、研
さ
ん
を
深
め
て
い
る
。

答

教
育
長

「くっちゃん子条例」　町長の思いは
社会全体が常に意識し育て、子どもがこの地をいつ
までも愛し続けられる町にしたい

①�

く
っ
ち
ゃ
ん
子
が
夢
と
希
望
を
抱
い
て
健

や
か
に
育
ま
れ
、
大
人
に
な
っ
て
も
倶
知

安
の
地
を
愛
し
続
け
ら
れ
る
町
に
す
る
た

め
の
条
例
。
地
域
社
会
全
体
が
常
に
意
識

す
る
機
運
の
醸
成
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

②�

保
護
者
や
全
て
の
大
人
が
役
割
や
責
務
を

自
覚
し
、
子
ど
も
を
育
て
る
力
を
高
め
合

い
、
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
こ
と
が
で

き
る
環
境
を
整
え
、
将
来
の
地
域
社
会
の

担
い
手
と
し
て
子
ど
も
が
社
会
的
に
自
立

で
き
る
よ
う
支
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

③�

条
例
の
理
念
や
こ
ど
も
計
画
を
踏
ま
え
施

策
の
優
先
度
や
効
果
を
十
分
検
討
し
た
上

で
、
予
算
確
保
と
施
策
の
継
続
性
、
安
定

性
の
確
保
に
努
め
る
。

答

町
長

生
涯
学
習
の
推
進
に
つ
い
て
。

①�

中
学
校
の
部
活
動
の
地
域
展
開
に
つ
い
て

進
捗
状
況
は
。

②�

文
化
・
芸
術
に
触
れ
る
機
会
を
継
続
的
に

実
施
す
る
こ
と
は
。

問①�

関
係
者
に
よ
る
協
議
会
を
実
施
し
、
課
題

の
洗
い
出
し
や
移
行
に
向
け
た
プ
ロ
セ
ス

を
協
議
し
て
い
る
。
地
域
の
団
体
と
部
活

動
の
合
同
練
習
を
実
施
し
、
段
階
的
な
展

開
に
向
け
た
実
証
を
進
め
て
い
る
。

②�

青
少
年
の
時
期
に
質
の
高
い
文
化
や
芸
術

に
触
れ
、
感
動
を
味
わ
う
体
験
は
、
子
ど

も
た
ち
の
豊
か
な
情
操
を
育
み
、
生
き
る

力
の
育
成
に
資
す
る
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。
今
後
も
関
係
機
関
や
周
辺
町
村
と
連

携
し
、
内
容
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

答

教
育
長

こ
の
他
に
も
１
件
の
質
問
（
「
町
職
員
の
健

康
管
理
と
町
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
」
）
を
し

ま
し
た
。

④�

新
施
設
の
絵
本
館
部
分
は
読
み
聞
か
せ
が

で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
親
子
で
気
兼

ね
な
く
過
ご
せ
る
レ
イ
ア
ウ
ト
と
す
る
な

ど
、
遊
び
な
が
ら
自
由
に
図
書
と
触
れ
合

え
る
絵
本
館
独
自
の
ス
タ
イ
ル
を
最
大
限

に
継
承
し
て
い
き
た
い
。
落
ち
着
い
て
読

書
や
学
習
が
で
き
、
幅
広
い
世
代
が
快
適

に
利
用
で
き
る
空
間
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
。
蔵
書
は
絵
本
や
児
童
図
書
が
中
心
と

な
る
が
、
一
般
書
も
配
架
す
る
計
画
で
あ

る
。

教
育
行
政
執
行
方
針

重
点
施
策
よ
り

豊
か
な
人
生
を
切
り
開
き
、
生
き
る

力
を
育
む
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
。

①�

学
校
運
営
協
議
会
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
）
で
校
長
の
学
校
経
営
方
針
を
ど

の
よ
う
に
承
認
し
て
い
る
の
か
。

②�

学
び
の
Ｄ
Ｘ
化
に
よ
り
子
ど
も
た
ち
が
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
い
こ
な
し
て
い
る

が
、
想
像
力
や
思
考
力
、
読
み
書
き
の
能

力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。

③�

教
職
員
の
実
践
的
指
導
力
を
高
め
る
研
修

に
つ
い
て
。
児
童
生
徒
の
興
味
関
心
を
引

き
出
す
教
材
研
究
に
つ
い
て
。

④�

新
施
設
の
絵
本
館
部
分
は
図
書
館
と
し
て

世
代
を
超
え
た
学
習
ス
ペ
ー
ス
を
期
待
し

て
い
る
。

問

町長

19



常任委員会報告
　

総
務
常
任
委
員
会
で
は
、
次
の

こ
と
を
中
心
に
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

【
令
和
７
年
度
国
勢
調
査
の
結
果
概

要
（
未
確
定
）】

　

令
和
７
年
11
月
30
日
時
点
で
の

調
査
概
要
に
つ
い
て
、
次
の
事
項

の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

国勢調査の結果概要

項目 令和 7年度
令和 2年度
（前回調査）

住民基本台帳

基準日 令和 7年 10 月 1 日 令和 2年 10 月 1 日 令和 7年 9月末日

世帯数 7,922 世帯 7,631 世帯 8,329 世帯

世帯人員
（男性）
（女性）

14,734 人
（男 7,959 人）
（女 6,775 人）

15,129 人
（男 7,787 人）
（女 7,342 人）

14,411 人
（男 7,512 人）
（女 6,899 人）

【
く
っ
ち
ゃ
ん
子
を
み
ん
な
で
育
て

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
】

　

令
和
８
年
第
１
回
定
例
会
に
お

い
て
総
務
常
任
委
員
会
へ
付
託
さ

れ
た
た
め
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

①
条
例
制
定
の
趣
旨

　

町
全
体
で
子
育
て
・
子
育
ち
の

豊
か
な
環
境
を
作
り
、
倶
知
安
町

で
育
つ
「
く
っ
ち
ゃ
ん
子
」
が
夢

や
希
望
を
持
っ
て
健
や
か
に
成
長

で
き
る
社
会
、
安
心
し
て
子
育
て
・

子
育
ち
が
で
き
る
地
域
社
会
の
実

現
を
目
指
す
も
の
。

条例提案までの経過

時期 内容（カッコ内は実施主体）

令和 2年 10 月から
令和 3年 2月

各種機関・団体へ計 8回の
ヒアリングを実施（町）

令和 4年 6月 こども基本法が成立（国）

令和 5年 4月 こども基本法が施行（国）

令和 7年 4月 1日
北海道こども基本条例が

施行（北海道）

令和 8年 2月 パブリックコメントを実施（町）

令和 8年 3月 第１回定例会へ条例提案（町）

②
付
託
審
査
の
経
過
お
よ
び
概
要

　

全
部
で
４
回
の
審
査
を
実
施
し

ま
し
た
。
審
査
に
あ
た
っ
て
は
、

関
連
す
る
厚
生
文
教
常
任
委
員
を

委
員
外
議
員
と
し
て
招
集
し
、
意

見
を
聴
き
ま
し
た
。

修正箇所

条番号 修正内容

第 1条
第 4条

「活かした」という表記
を「生かした」に修正

第 1条

「まちづくりを推進する
こと」という表記を

「まちづくりの推進」に
修正

第 4条 誤記があったため修正

　こどもは、次代の社会を担うかけがえのない存在です。
　倶知安町で育つこども「くっちゃん子」が、自らを大
切に思う気持ちと他者を思いやる心を育み、夢や希望を
持って健やかに成長していくことが、全ての町民の願い
です。
　しかしながら、昨今は少子化、核家族化の進行や地域
コミュニティの連帯感の希薄化が進むなか、いじめ、不
登校、貧困、児童虐待、こどもをめぐる犯罪の多発など、
こどもを取り巻く環境は大きく変化しています。
　また、高齢人口比が低く、移住者や転勤者、外国籍の
住民が多いことが特徴である本町では、家庭の内におい
ても、家庭の外においても、こどもに関わる人の手が少
なくなっていることが懸念されます。
　そのため、保護者のみならず全ての大人が、お互いに
つながりを深め、それぞれの役割や責務を自覚し、くっ
ちゃん子が健やかに育つことができるための環境を整え
るとともに、将来の地域社会の担い手として社会的に自
立していくように支えることが重要です。
　くっちゃん子が夢や希望を抱き、健やかに育まれ、大
人になってもふるさとであるこの地を愛し続けることが
できる町の実現を目指し、この条例を制定します。

くっちゃん子をみんなで育てる条例　前文より抜粋 ③
審
査
の
総
括

　

条
例
前
文
お
よ
び
各
条
文
に
つ

い
て
逐
条
審
査
を
行
っ
た
結
果
、

次
の
３
点
に
つ
い
て
文
言
の
修
正

が
必
要
と
判
断
し
ま
し
た
。

　

４
月
15
日
開
催
の
第
２
回
臨
時

議
会
に
お
い
て
、
委
員
会
の
審
査

結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。
本
会
議

に
お
け
る
採
決
で
は
、
委
員
会
の

報
告
通
り
、
一
部
を
修
正
し
て
可

決
、
成
立
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
３
点
の
修
正
を
加

え
、
残
る
部
分
は
原
案
ど
お
り
可

決
す
べ
き
と
い
う
意
見
で
一
致
し

ま
し
た
。

本
会
議
で
も
修
正
可
決

委
員
会
で
は
修
正
可
決
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厚
生
文
教
常
任
委
員
会

　

厚
生
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、

次
の
こ
と
を
中
心
に
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

【
子
育
て
・
療
育
環
境
の
充
実
】

　
「
す
べ
て
の
こ
ど
も
が
明
る
く

健
や
か
に
成
長
で
き
る
ま
ち
」
の

実
現
に
向
け
、
令
和
８
年
度
か
ら

の
４
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る

「
倶
知
安
町
こ
ど
も
計
画
」
の
素

案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

施
設
の
老
朽
化
と
狭
隘
化
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
「
羊
蹄
山
ろ
く

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て

は
、
増
加
す
る
支
援
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
、こ
ど
も
や
保
護
者
が
安
心
・

安
全
に
過
ご
せ
る
新
施
設
の
整
備

に
向
け
た
基
本
構
想
・
基
本
計
画

案
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

【
自
然
環
境
の
保
全
と
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
へ
の
挑
戦
】

　

２
０
５
０
年
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

実
現
に
向
け
た
「
倶
知
安
町
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
戦
略
」
が
策
定
さ
れ
ま

し
た
。
２
０
３
０
年
度
ま
で
に
温

室
効
果
ガ
ス
を
２
０
１
３
年
度
比

で
46
％
以
上
削
減
す
る
中
期
目
標

を
掲
げ
、
町
民
・
事
業
者
・
行
政

が
協
働
し
て
省
エ
ネ
行
動
や
次
世

代
自
動
車
の
普
及
な
ど
を
進
め
ま

す
。

　

こ
れ
に
関
連
し
、
近
年
、
全
国

で
課
題
と
な
っ
て
い
る
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
設
置
ト

ラ
ブ
ル
を
防
ぎ
、
豊
か
な
自
然
環

境
や
景
観
と
の
調
和
を
図
る
た

め
、「
倶
知
安
町
ふ
る
さ
と
の
風

景
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電

事
業
と
の
調
和
に
関
す
る
条
例
」

の
制
定
に
つ
い
て（
議
案
第
27
号
）

が
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
審
査
し

ま
し
た
。
出
力
10
ｋ
ｗ
以
上
の
太

陽
光
や
風
力
等
の
設
備
（
発
電
さ

れ
た
電
気
を
蓄
電
す
る
設
備
を
含

む
）
を
対
象
に
、
景
観
重
点
地
域

な
ど
の
禁
止
区
域
を
指
定
す
る
ほ

か
、
事
業
着
手
前
の
事
前
協
議
や

住
民
説
明
会
の
開
催
、
町
と
の
協

定
締
結
、
維
持
管
理
の
義
務
な
ど

を
定
め
、違
反
時
の
指
導
や
勧
告
、

事
業
者
名
の
公
表
等
も
規
定
し
て

い
ま
す
。
本
条
例
は
、
３
月
16
日

の
定
例
会
最
終
日
に
委
員
会
報
告

を
し
、
可
決
・
成
立
し
ま
し
た
。

　

他
に
は
、築
56
年
を
迎
え
る「
羊

蹄
衛
生
セ
ン
タ
ー
」
の
施
設
更
新

に
つ
い
て
事
業
費
等
の
再
精
査
が

行
わ
れ
、
リ
ン
回
収
等
の
資
源
化

方
式
を
新
た
に
採
用
し
、
令
和
13

年
度
の
供
用
開
始
を
目
指
す
計
画

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

【
社
会
教
育
施
設
の
整
備
と
文
化

芸
術
の
振
興
】 

　

令
和
９
年
度
の
開
業
を
目
指
す

「
プ
ー
ル
・
絵
本
館
複
合
拠
点
施

設
」
に
つ
い
て
、
工
事
の
進
捗
状

況
や
、
絵
本
館
部
分
は
町
直
営
と

し
つ
つ
プ
ー
ル
等
の
体
育
施
設
に

は
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る

方
向
性
な
ど
の
運
営
計
画
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

　

新
た
な
文
化
芸
術
拠
点
と
し
て

「（
仮
称
）
ム
セ
オ
く
っ
ち
ゃ
ん
」

の
新
築
と
町
へ
の
負
担
付
寄
附
の

申
し
出
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

寄
附
の
受
納
に
つ
い
て
は
、
令
和

８
年
６
月
予
定
の
町
議
会
へ
の
議

案
上
程
や
、
町
民
意
見
の
募
集
な

ど
を
経
て
、
慎
重
に
判
断
さ
れ
る

予
定
で
す
。

　

公
民
館
前
の
展
示
Ｓ
Ｌ
（
蒸
気

機
関
車
）
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化

に
よ
る
ア
ス
ベ
ス
ト
の
露
出
が
確

認
さ
れ
た
た
め
、
飛
散
防
止
の
緊

急
処
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
長

期
的
な
保
存
の
あ
り
方
を
抜
本
的

に
見
直
す
方
針
が
示
さ
れ
ま
し

た
。

【
健
康
・
危
機
管
理
体
制
の
強
化
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
対
応
経
験
を
踏
ま
え
、「
倶

知
安
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
行
動
計
画
」
の
改
定
案
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
特
定
の
感
染
症

に
限
定
せ
ず
、
未
知
の
呼
吸
器
感

染
症
に
も
幅
広
く
対
応
で
き
る
よ

う
、
準
備
期
・
初
動
期
・
対
応
期

と
い
っ
た
時
期
に
応
じ
た
段
階
的

な
対
応
や
、
国
・
北
海
道
・
保
健

所
等
と
の
連
携
強
化
を
盛
り
込
ん

で
い
ま
す
。
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経
済
建
設
常
任
委
員
会

常任委員会報告
　

経
済
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、

次
の
こ
と
を
中
心
に
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

【
町
内
施
設
視
察
】

　

２
月
26
日
に
ニ
セ
コ
ひ
ら
ふ
地

区
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
初
め

に
道
道
３
４
３
号
線
下
部
の
エ
リ

ア
を
車
窓
か
ら
道
路
状
況
、
開
発

状
況
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
今
年
度
か
ら
再
整
備
が

始
ま
る
ニ
セ
コ
ひ
ら
ふ
第
一
駐
車

場
周
辺
お
よ
び
ウ
ェ
ル
カ
ム
セ
ン

タ
ー
の
利
用
状
況
と
現
状
把
握
を

行
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
現
状
で
は
町
道
認
定

が
さ
れ
て
い
な
い
町
有
地
で
、
み

な
し
道
路
と
な
っ
て
い
る
部
分
の

状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。
こ
こ
に

つ
い
て
は
、
以
前
よ
り
路
上
駐
車

な
ど
の
迷
惑
行
為
が
あ
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
て
お
り
、
安
全
の
観
点

か
ら
も
適
切
な
対
応
が
必
要
と
の

認
識
を
共
有
し
ま
し
た
。

【
南
６
条
団
地
公
営
住
宅
建
替
１

号
棟
建
築
主
体
工
事
及
び
造
成
工

事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て
】

　

人
手
不
足
や
町
内
工
事
の
集
中

に
よ
る
物
流
停
滞
、
入
荷
時
期
の

制
限
に
よ
り
、
生
コ
ン
等
の
資
材

の
供
給
時
期
が
遅
れ
た
た
め
、
当

初
は
令
和
８
年
３
月
23
日
で
あ
っ

た
工
期
を
５
月
29
日
に
延
長
す
る

議
案
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

建
物
部
分
は
完
成
し
て
お
り
、

残
工
事
は
外
構
工
事
な
の
で
、
入

居
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
は
影
響
が
な

い
と
の
説
明
で
し
た
が
、
入
居
者

に
支
障
が
な
い
よ
う
に
丁
寧
な
説

明
を
す
る
こ
と
を
担
当
課
に
申
し

添
え
ま
し
た
。

【
ニ
セ
コ
ひ
ら
ふ
地
区
シ
ン
ボ
ル

空
間
整
備
運
営
事
業
に
つ
い
て
】

　

検
討
が
進
め
ら
れ
て
き
た
「
ニ

セ
コ
ひ
ら
ふ
地
区
シ
ン
ボ
ル
空
間

整
備
基
本
計
画
」
の
策
定
が
完
了

し
、
事
業
内
容
に
つ
い
て
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
令
和
８
年
度
に

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
を
行
い
、
事

業
者
の
提
案
に
よ
っ
て
事
業
の
詳

細
を
決
定
す
る
た
め
、
全
体
像
が

未
確
定
で
あ
り
、
事
業
期
間
が
30

年
以
上
の
長
期
間
に
及
ぶ
こ
と
か

ら
、
委
員
会
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
懸

念
事
項
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
エ
リ
ア
は
本
町
の
観
光
産

業
の
中
心
地
で
あ
り
、
我
が
ス

キ
ー
の
町
を
象
徴
す
る
場
所
で

す
。
来
訪
者
の
利
便
性
や
満
足
度

の
向
上
も
重
要
で
す
が
、
町
民
理

解
を
し
っ
か
り
と
得
た
う
え
で
事

業
を
推
進
す
る
よ
う
に
今
後
も
注

視
し
て
い
き
ま
す
。

【
水
道
化
関
連
】

〇
倶
知
安
町
水
道
事
業
経
営
戦
略

の
改
定
に
つ
い
て

　

基
本
計
画
と
は
、
将
来
に
わ
た

り
安
全
な
水
を
安
定
し
て
供
給
す

る
た
め
の
経
営
基
盤
強
化
を
目
的

と
し
て
、
将
来
の
収
支
バ
ラ
ン
ス

の
管
理
や
、
そ
の
た
め
の
方
向
性

を
示
す
も
の
で
す
。
令
和
７
年
度

か
ら
水
道
事
業
収
支
が
赤
字
と
な

り
、
赤
字
解
消
の
た
め
に
料
金
改

定
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
市
街
地

に
お
け
る
漏
水
を
減
ら
す
た
め
に

は
、
相
当
金
額
の
老
朽
管
の
取
り

換
え
費
用
も
必
要
な
こ
と
か
ら
、

令
和
８
年
度
に
料
金
改
定
に
取
り

掛
か
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

〇
漏
水
修
理
に
つ
い
て

　

３
月
上
旬
に
倶
知
安
橋
付
近
に

て
漏
水
が
確
認
さ
れ
、
４
月
３
日

～
６
日
に
緊
急
工
事
を
行
い
、
修

理
を
完
了
し
た
と
報
告
を
受
け
ま

し
た
。
部
材
の
劣
化
が
原
因
で
あ

り
、
今
後
も
同
様
の
漏
水
が
起
こ

る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
た
め
、
調

査
と
合
わ
せ
て
適
切
な
布
設
替
え

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

横行する迷惑駐車

漏水修理緊急工事の様子

〇
下
水
道
使
用
料
の
賦
課
漏
れ
に

つ
い
て

　

経
過
や
発
生
要
因
、
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
相
手
方
に
は
お
詫
び
と
丁
寧

な
説
明
の
上
、
遡
及
し
て
の
賦
課

徴
収
に
つ
い
て
は
柔
軟
な
対
応
を

す
る
よ
う
に
求
め
ま
し
た
。
ま

た
、
同
様
の
事
例
が
な
い
か
の
調

査
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。
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　初夏の訪れ、見どころ満載の景観、スポーツイベント…魅力あふれる豊かな季節を迎えており

ます。本町の長年の課題でもありますグリーンシーズンとウインターシーズンの繁閑差、おおよ

そ３：７の解消に向けて、一番のびしろがある季節とも言えるでしょう。企業等の会議、報奨・

研修旅行、国際会議、展示会・見本市など経済波及効果の高いＭＩＣＥ（マイス）の誘致にも積

極的に取り組み、入込み繁閑差の解消→スタッフの通年雇用化→リゾートサービスの向上…国際

リゾートとして、さらなる高みを目指してまいりましょう。

　議長公務といたしましては、国の新年度予算概算要求に向けての要望活動が活発な時期でもあ

ります。文字町長とともにしっかりと役割を果たしてまいります。先月には、東京都議会財政委

員会の皆さん（随行含め２３人）が、宿泊税などに関する行政視察で来庁されましたが、視察に

訪れる多くの議会議員の皆様に本町の取組を紹介させてい

ただくとともに、本町特有の課題に対してもご理解いただく

べく情報発信にも努めてまいります。

　６日からは第２回定例町議会が開会する予定です。是非と

も傍聴にいらしてください、お待ちしております。

　　　倶知安町議会議長　作
さ く い

井　繁
し げ き

樹

議 ら長 室 か ん ち はこ に

【
陳
情
の
趣
旨
】

　

議
員
定
数
16
名
を
14
名
に
削
減

す
る
こ
と
を
求
め
る
。

【
削
減
を
求
め
る
理
由
】

●�

定
住
人
口
は
減
少
し
て
い
る
が

定
数
が
削
減
さ
れ
て
い
な
い
。

●�

前
々
回
の
選
挙
は
無
投
票
。
前

回
選
挙
も
落
選
１
名
。
１
０
０

票
台
で
当
選
し
て
い
る
。

●�

議
員
報
酬
・
手
当
の
引
き
上
げ

に
よ
り
町
財
政
が
圧
迫
。
定
数

を
削
減
し
て
町
民
の
理
解
を
得

る
べ
き
。

●�

選
挙
を
行
い
議
員
の
資
質
の
確

保
、
議
会
レ
ベ
ル
の
向
上
を
す

る
べ
き
。

【
委
員
会
で
の
審
査
概
要
】

　

委
員
会
で
は
陳
情
者
か
ら
説
明

を
受
け
た
ほ
か
、
公
聴
会
を
開
い

て
町
民
の
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。

そ
れ
を
も
と
に
委
員
会
で
審
査
を

し
ま
し
た
。
審
査
で
は
次
の
よ
う

な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

●�

議
員
報
酬
等
の
議
会
費
が
一

般
会
計
に
占
め
る
割
合
は
０
・

69
％
で
あ
り
財
政
圧
迫
と
は
言

え
な
い
。

●�

日
本
人
の
定
住
人
口
は
減
少
し

て
い
る
が
、
外
国
人
を
含
め
た

総
人
口
は
増
加
傾
向
。

●�

定
数
削
減
に
よ
り
立
候
補
の

ハ
ー
ド
ル
が
あ
が
る
可
能
性
も

●�

議
会
レ
ベ
ル
の
向
上
は
選
挙
と

は
関
係
な
く
、
個
人
の
研
鑽
が

必
要
で
あ
る
。

●�

陳
情
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
本

町
に
相
応
し
い
議
員
定
数
や
報

酬
の
在
り
方
は
、
継
続
的
に
協

議
・
検
討
す
べ
き
。

【
審
査
の
結
論
】

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
少
数
で
不

採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

　

議
員
定
数
に
関
す
る
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
「
倶
知
安
町
議

会
議
員
の
定
数
削
減
を
求
め
る
陳
情
」
に
つ
い
て
、
賛
成
少
数
と
し

て
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

特別委員会報告
議
員
定
数
に
関
す
る
特
別
委
員
会
～
審
査
報
告
概
要
～

委員会における採決結果委員会における採決結果

採決 委員名

陳情に賛成した者
（採択とした者）

木村聖子、木村俊一、
古谷、門田

陳情に反対した者
（不採択とした者）

藪中、唐澤、早川、
波方、笠原、佐藤、

小川、原田、森、盛多

※坂井委員は委員長のため採決不参加

北海道新幹線の二ツ森トンネル貫通式に北海道新幹線の二ツ森トンネル貫通式に
出席しました（３月５日）出席しました（３月５日）
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●
主
な
活
動

　

放
課
後
に
こ
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

過
ご
せ
る
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

・�

一
緒
に
ご
飯
を
食
べ
る
な
ど
の
交
流

の
場
づ
く
り

・�

地
域
の
大
人
と
関
わ
る
機
会
の
創
出

・�

異
年
齢
で
の
調
理
や
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム

な
ど
の
体
験
遊
び

・�

異
文
化
交
流
、
茶
道
体
験
な
ど
、
多

様
な
学
び
の
機
会

・�

種
か
ら
育
て
る
ス
イ
カ
栽
培
や
火
起

こ
し
体
験
な
ど
の
自
然
体
験

・
中
高
生
が
自
習
で
き
る
学
習
支
援

　

地
域
の
方
々
の
得
意
分
野
を
活
か
し

て
、
こ
ど
も
の
視
野
を
広
げ
る
き
っ
か

け
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
６

年
度
は
２
３
２
６
名
、
令
和
７
年
度
は

２
３
７
０
名
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。

●
取
組
の
意
義
と
今
後

　

地
域
内
の
交
流
機
会
の
不
足
や
孤

立
、
放
課
後
の
居
場
所
不
足
な
ど
の
課

題
に
対
し
、
学
校
・
地
域
団
体
・
行
政

と
連
携
し
な
が
ら
、
人
が
集
い
支
え
合

え
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
こ
ど

も
た
ち
の
健
全
な
成
長
を
支
え
る
と
共

に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
や
見

守
り
強
化
に
つ
な
げ
、
心
と
お
腹
を
満

た
す
活
動
を
通
し
て
、
こ
ど
も
た
ち
の

自
信
や
自
主
性
、
自
己
効
力
感
を
育
む

場
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
く
っ
ち
ゃ
ん
子
ど
も
子
育
て
応
援

し
隊 

Ｐ
ｏ
ｐ
ｋ
ｅ　

Ｌ
ａ
ｂ
（
ポ
ッ

ケ
ラ
ボ
）」
は
、
子
育
て
中
の
母
親
を

中
心
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
し

て
令
和
元
年
10
月
に
設
立
し
ま
し
た
。

転
勤
等
で
頼
れ
る
人
が
い
な
い
環
境
で

の
子
育
て
の
大
変
さ
を
経
験
し
た
こ
と

か
ら
、
同
じ
思
い
を
し
て
い
る
ご
家
族

を
支
え
た
い
、
子
育
ち
を
応
援
し
た
い

と
い
う
想
い
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

●
「
コ
コ
カ
ラ
」
と
は

　

こ
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
安
心
し

て
集
え
る
「
地
域
の
居
場
所
」
を
作
る

取
組
で
す
。
格
差
無
く
必
要
な
人
に
届

く
支
援
を
届
け
る
、
そ
し
て
地
域
全
体

で
子
育
ち
を
見
守
る
土
台
を
整
え
る
こ

と
を
目
的
に
運
営
し
て
い
ま
す
。
全
町

の
中
学
校
が
１
校
に
統
合
さ
れ
、
そ
の

校
舎
前
に
あ
る
北
地
域
会
館
を
定
期
的

に
開
放
し
て
い
ま
す
。

地
域
で
こ
ど
も
の
コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ

支
援
『
コ
コ
カ
ラ
』

くっちゃん子ども子育て応援し隊
Popke Lab

代表　松井　雅子さん
　

開
催
日
は
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
に
掲
載
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

連絡先
議会事務局

　TEL　0136-56-8016（直通）
　FAX　0136-23-2044（代表）
　E-mail　gikai@town.kutchan.lg.jp

議会を傍聴しませんか？ 議会へのご意見 募集中！

　議会は役場 3階にて行われています。受付票に氏
名等を記入の上、傍聴席へお入りください。
　小さなお子さんが傍聴される際は、できるだけ保
護者の方も一緒にお願いいたします。
　次回の定例会は　　　　　　　　から開会予定で
す。下記 QR コードから議会スケジュールが確認で
きます（適宜、更新しています）。

　議会では、多くの町民から意見を聴き、議会活動
に生かしていきたいと考えています。議会に対する
ご意見・ご要望がある方は、議会事務局までご提出
ください。
　ご提出方法等については町議会ホームページ（下
記 QR コード）を参照してください。

↓議会スケジュール ご意見募集ページ↓

６月８日（月）

　

令
和
８
年
第
１
回
定
例
会
に
お
い

て
、
倶
知
安
町
議
会
傍
聴
規
則
の
一

部
改
正
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
の
電
子
機
器
を
傍

聴
席
に
持
ち
込
む
こ
と
を
禁
止
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
回
の
改
正
に
よ
り

持
ち
込
み
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
今

や
生
活
必
需
品
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
た
改
正
で
す
。
た
だ
し
、
通
話
や

撮
影
、
録
音
等
の
議
会
の
進
行
を
妨

げ
る
よ
う
な
利
用
は
禁
止
で
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
議
案
を
公
開

す
る
か
ど
う
か
は
、
議
会
運
営
委
員

会
で
の
検
討
が
必
要
で
す
が
、
公
開

さ
れ
た
場
合
は
議
案
を
閲
覧
し
な
が

ら
傍
聴
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
の
傍
聴

に
は
議
長
の
許
可
が
必
要
で
し
た

が
、
そ
れ
も
不
要
と
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
で
き
る
だ
け
保
護
者
の
方
も

一
緒
に
傍
聴
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

傍
聴
の
際
に
は
み
だ
り
に
席
を
離

れ
な
い
、
静
か
に
す
る
な
ど
、
他
の

傍
聴
者
の
迷
惑
と
な
ら
な
い
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
も
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
傍
聴
し
や

す
い
環
境
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

傍
聴
ル
ー
ル
が
変
わ
り
ま
す
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